
【今月の表紙】
４月１日より認可保育所として
スタートするいずみ保育園の新
園舎竣工式が３月24日に行われ
ました
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令
和
４
年
11
月
19
日
に
逝
去
さ
れ
ま

し
た
元
民
生
児
童
委
員
の
⎝故
髙
村
信
男

氏
に
叙
勲
（
瑞
宝
単
光
章
）
が
発
令
さ

れ
、
２
月
24
日
に
木
幡
町
長
よ
り
、
ご

遺
族
に
伝
達
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

髙
村
氏
は
、
通
算
31
年
間
の
長
き
に

わ
た
り
、
民
生
児
童
委
員
と
し
て
ご
活

躍
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
献
身
的
な
活
動
が
評
価
さ
れ
て
、

こ
の
度
の
叙
勲
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

特 集 Ⅰ

マリア幼稚園卒園式（３月１８日）

３
３

町
内
各
所
で
卒
園
式
・
卒
業
式
を
挙
行

長
万
部
町
教
育
功
労
・

実
践
活
動
顕
彰
表
彰
式

　

村
信
男
氏
が

瑞
宝
単
光
章
を
受
章

⎝故

こ
の
度
、
学
校
教
育
の
分
野
に
お
い

て
優
れ
た
実
績
を
挙
げ
た
児
童
生
徒
の

功
績
を
た
た
え
、
近
藤
教
育
長
よ
り
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受

賞
さ
れ
た
お
二
人
に
は
、
今
後
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
受
賞
者

児
童
生
徒
実
践
活
動
顕
彰〈
個
人
の
部
〉

・
敦
賀
谷
一
心
さ
ん
（
長
万
部
中
２
年
）

　
�

第
50
回
北
海
道
中
学
校
柔
道
大
会
男
子

60
キ
ロ
級
で
第
三
位

・
濱
野
　
彩
人
さ
ん
（
長
万
部
中
３
年
）

　

�

第
50
回
北
海
道
中
学
校
柔
道
大
会
男
子

50
キ
ロ
級
で
準
優
勝

敦賀谷一心さん 濱野　彩人さん

３
月
、
町
内
の
各
所
で
卒
園
式
・

卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
、
来
賓
の
自
粛
な
ど
、
短

縮
し
粛
々
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

保
護
者
が
見
守
る
中
、
そ
れ
ぞ
れ

成
長
し
た
立
派
な
姿
を
披
露
し
、
卒

業
証
書
が
授
与
さ
れ
、
過
ご
し
て
き

た
思
い
出
と
希
望
を
胸
に
新
た
な
進

路
へ
進
み
ま
し
た
。

ご
卒
園
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！

さかえ保育所修了式（３月２７日） 長万部中学校卒業式（３月１５日）
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町
議
会
議
員
選
挙
は
、
選
挙
の

中
で
も
、
私
た
ち
に
と
っ
て
最
も

身
近
な
選
挙
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

郷
土
を
発
展
さ
せ
、
私
た
ち
の

た
め
に
し
っ
か
り
働
い
て
く
れ
る

代
表
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
◆
投
票
で
き
る
人

　

平
成
17
年
４
月
24
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
令
和
５
年
１
月
17

日
ま
で
に
、
長
万
部
町
に
転
入
届

出
を
し
て
、
引
き
続
き
長
万
部
町

に
住
所
の
あ
る
長
万
部
町
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
が
、

長
万
部
町
で
投
票
で
き
ま
す
。

《
最
近
転
入
さ
れ
た
方
へ
》

　

令
和
５
年
１
月
18
日
以
後
に
他

の
市
町
村
か
ら
長
万
部
町
に
転
入

届
出
を
し
た
人
は
、
投
票
で
き
ま

せ
ん
。 
 
 
 

◆
期
日
前
投
票

　

不
在
者
投
票

　

仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
の
予
定
が
あ
る
場
合
は
、
次

の
と
お
り
期
日
前
投
票
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

期
間
：
４
月
19
日
～
４
月
22
日

（
休
日
も
投
票
で
き
ま
す
。
）

時
間
：
午
前
８
時
30
分
～

午
後
８
時　

場
所
：
役
場
１
階
町
民
ホ
ー
ル

　

指
定
さ
れ
て
い
る
病
院
や
老
人

ホ
ー
ム
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る

人
は
、
そ
の
施
設
内
で
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
町
外
に
滞
在
し
て
い
る
人
は
、

滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
に

行
っ
て
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◆
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
っ

た
り
、
介
護
保
険
の
要
介
護
５
に

認
定
さ
れ
て
い
る
人
は
、
自
宅
で

投
票
で
き
る
「
郵
便
等
に
よ
る
不

在
者
投
票
」
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

◆
投
票
用
紙
へ
の
記
載

　

投
票
用
紙
に
は
候
補
者
の
氏
名

を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
以

外
の
こ
と
や
、
候
補
者
の
誰
を
書

い
た
の
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
書

く
と
無
効
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
は
っ
き
り
と
一
人
の
候

補
者
の
氏
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

◆
投
票
所
の
環
境
向
上

　

車
イ
ス
や
座
っ
た
ま
ま
投
票
用

紙
に
記
載
で
き
る
記
載
台
、
老
眼

鏡
を
用
意
し
て
い
る
投
票
所
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
体
の
不
自
由
な
方
や
字

の
書
け
な
い
方
の
た
め
に
、
職
員

が
代
わ
り
に
投
票
用
紙
に
候
補
者

の
氏
名
を
記
載
す
る
「
代
理
投

票
」
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。
積
極

的
に
介
助
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
職
員
に
声
を
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
投
票
所
の
場
所
及
び
時

間
は
、
右
の
表
の
と
お
り
で
す
が
、

３
月
10
日
以
後
に
転
居
の
届
出
を

し
た
人
の
投
票
所
は
、
転
居
前
の

住
所
の
投
票
所
に
な
り
ま
す
。

◆
公
営
の
選
挙
運
動

　

町
内
34
か
所
に
ポ
ス
タ
ー
掲
示

場
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
投
票
の

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
投
票
所
に
は
、
候
補
者

の
氏
名
や
政
党
名
を
記
載
し
た
紙

を
掲
示
し
て
い
ま
す
。

町議会議員選挙が行われます
告示日　４月18日（火） 投開票日　４月23日（日）

◇お問い合わせ先　選挙管理委員会事務局　☎2-2451

４
月
９
日
は
知
事
・
道
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
。
忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

■町内の投票所一覧
投票区 投票所施設名 投票時間 該当地域

１ 国 縫 振 興 会 館

午前７時～午後６時

豊津、豊野、茶屋川、国縫

２ 中の沢振興会館 花岡、中ノ沢、平里の一部

３ 長 万 部 小 学 校 大浜、曙町、大町

４ 長 万 部 町 役 場 本町、元町、旭浜、栄原、
共立

５ ファミリースポ
ー ツ セ ン タ ー

富野、陣屋、温泉、高砂、
栗岡

６ さ か え 保 育 所 平里、南栄、新開

７ 双 葉 振 興 会 館 美畑、双葉、大峯、知来、
蕨岱

８ 静 狩 振 興 会 館 静狩
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税 目 予　算　額 構　成　比
町 民 税 253,773 千円 41.8%
固 定 資 産 税 279,011 46 .0%
軽 自 動 車 税 10,890 1 .8%
町 た ば こ 税 60,000 9 .9%
入 湯 税 2,800 0 .5%
合 　 計 606,474 100.0%

歳　入　の　状　況

町 税 の 状 況

特 別 会 計 予 算

今 年のまちの台所といえる予算は、一般会計が
５４億７，３００万円で、前年度に比較し１億

９，２００万円の減となりました。

特 別会計を含めた総額は、９２億９，６５９万
円となります。

新 年度の予算編成にあたっては、引き続き、
行財政改革に取り組み、税財源確保はもと

より財源を最大限有効に活用するとの観点から、
予算全体を精査し、各種の計画に則り、防災、子
育て支援、産業の振興、福祉、教育、観光のまち
づくりなど、諸施策にわたり可能な限り予算編成
をいたしました。

※特別会計の資本的会計等を掲載していないので、記載の一般会計と特別会計の合計は総額と異なります。

※町税のうち入湯税は収入の使途が特定されている目的税であり、令和５年
度予算額は280万円で、鉱泉源の保護管理施設整備等に充当されます。

（単位：千円）

（単位：千円）

７，３００万円でスタート！

国 保 会 計
〈歳　入〉 〈歳　出〉

国民健康保険税 128,600 保 険 給 付 費 513,089 
道 支 出 金 518,954 国民健康保険事業費納付金 173,407 
繰 入 金 76,573 そ の 他 38,354 
そ の 他 723 

計 724,850 計 724,850 

介 護 保 険 特 別 会 計
〈歳　入〉 〈歳　出〉

支払基金交付金 217,502 保 険 給 付 費 783,037 
国 庫 支 出 金 218,679 そ の 他 108,710 
道 支 出 金 132,077 
繰 入 金 198,433 
保 険 料 外 125,056 

計 891,747 計 891,747 

後期高齢者医療会計
〈歳　入〉 〈歳　出〉

保 険 料 68,770 広 域 連 合 納 付 金 104,782 
繰 入 金 37,911 総  務  費 1,808 
そ の 他 169 そ  の  他 260 

計 106,850 計 106,850 

下 水 道 会 計
〈歳　入〉 〈歳　出〉

国 庫 支 出 金 246,300 下 水 道 費 646,897 
繰 入 金 190,000 公 債 費 外 92,706 
諸 収 入 外 303,303 

計 739,603 計 739,603 

ガ ス 事 業 会 計 ～収益的収入・支出～
〈収　入〉 〈支　出〉

営 業 収 益 96,172 事 業 費 用 135,271 
営 業 外 収 益 21,254 営 業 外 費 用 7,805 
特 別 利 益 1,308 

計 118,734 計 143,076 

病 院 事 業 会 計 ～収益的収入・支出～
〈収　入〉 〈支　出〉

医 業 収 益 576,699 医 業 費 用 748,766 
医 業 外 収 益 152,241 医 業 外 費 用 2,544 

計 728,940 計 751,310 

水 道 事 業 会 計 ～収益的収入・支出～
〈収　入〉 〈支　出〉

営 業 収 益 251,591 営 業 費 用 260,900 
営 業 外 収 益 10,777 営 業 外 費 用 10,928 

計 262,368 計 271,828 

総　額
5,473,000
（100%）

町　税
606,474

（11.1%）

地方交付税
2,360,000

（43.1%）

繰入金
554,325

（10.1%）

使用料・手数料
分担金・負担金
172,114（3.2%）

地方譲与税
その他

276,667 （5.1%）

寄附金
その他
320,769

（5.8%）

国庫支出金
480,564

（8.8%）

道支出金
237,987

（4.3%）

町債
464,100

（8.5%） 自依

存

財

源

主
財
源
30.2
％

69.8％
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特
集
Ⅱ

歳出の状況（目的別） 歳出の状況（性質別）
（単位：千円） （単位：千円）

令和５年度予算を家計に例えると…令和５年度予算を家計に例えると…

令和５年度

一般会計予算

まちの家計簿 
　予算額をわかりやすくするため、歳入歳出の予算額54億7,300万円を一般
家庭に置き換えて圧縮し、500万円としています。

生活費� 2,448,937円

家の増改築や車などの大きな買い物
� 1,900,851円

ローンの返済� 511,007円

預貯金・翌年への繰越金� 139,205円

給　　　料� 1,410,074円
基本給　753,623円　町税／地方譲与税など
手　当　656,451円　国庫支出金／道支出金

食　　　費　967,268円（人件費）
光 熱 水 費　394,245円（物件費）
保健医療費　253,434円（扶助費）
仕送り・町内会費など
　　　　　　833,990円（繰出金、負担金、補助金など）

実家からの支援� 2,156,039円
地方交付税

ローンの借入� 423,990円
町債

普通建設事業費／災害復旧事業費

公債費

積立金／歳出剰余金

パート収入� 503,479円
分担金及び負担金／使用料及び手数料／財産収入／寄附金／諸収入

収　入　の　部

合　計　額� ５，０００，０００円

支　出　の　部

54億

総　額
5,473,000
（100%）

義

投

そ

の

他

務

資

的

的

経

経

費

費

34.6
％

27.4
％

38.0％

人件費
1,058,771
（19.3%）

公債費
559,348

（10.2%）

物件費
431,541

（7.9%）

積立金
149,374

（2.8%）

繰出金
635,728

（11.6%）

普通建設事業費等
2,080,672
（38.0%）

扶助費
277,409

（5.1%）

その他諸費
280,157（5.1%）

総　額
5,473,000
（100%） 総務費

1,041,053
（19.0%）

民生費
1,019,114
（18.6%）

衛生費
574,204

（10.5%）

土木費
1,157,133
（21.1%）

公債費
559,348

（10.2%）

教育費
386,578

（7.1%）

農林水産業費
375,757

（6.9%）

その他の内訳

消防費
239,548（4.4%）

議　会　費　68,347　（1.3%）
商　工　費　46,083　（0.8%）
労　働　費　 1,371　（0.0%）

諸 支 出 金　1,308（0.0%）
災害復旧費　 156（0.0%）
予　備　費　3,000（0.1%）

その他
120,265（2.2%）

預貯金の取り崩し� 506,418円
繰入金
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特
集
Ⅱ

生活・環境 学び・スポーツ・文化

協　働

(新規)国有地購入� 2,300万円
■空家等除却支援事業補助� 600万円
■し尿処理施設解体整理� 3,732万円
■町営住宅建設� 3億7,510万円
■地域おこし協力隊� 531万円
■渡島廃棄物処理広域連合負担金� 8,987万円
■ごみ処理施設運営� 1億3,730万円
■汚水処理施設維持管理� 3,812万円
■公共下水道（繰出金）� 1億9,000万円
■公園整備� 2,060万円
■町営住宅運営� 2,693万円
■ガス・温泉採取供給� 1億8,460万円

(新規)開礎150年・町制施行80年記念誌制作
� 451万円
■長万部町史(続編)編さん� 253万円
■小中学校児童・生徒就学援助� 278万円
■スクールバス運行� 2,874万円
■町民センター運営� 220万円
■福祉センター運営� 828万円
■学習文化センター運営� 1,766万円
■スポーツセンター運営� 1,122万円
■海洋センター運営� 965万円
■学校給食センター運営� 1億1,655万円
■奨学金給付金・貸付金� 214万円
■高校通学費・制服購入費補助� 425万円
■ホタテ貝アイヌブランド化事業　
　（アイヌ政策推進）� 5,000万円

(新規)長万部地区道営草地整備� 750万円
(新規)デジタルオルソ作成業務委託� 1,200万円
■多面的機能支払交付金事業補助� 232万円
■酪農ヘルパー利用組合補助� 200万円
■公共牧場管理運営� 2,000万円
■町有林間伐等林業事業� 6,463万円
■豊かな森づくり推進事業補助� 674万円
■分収造林� 2,199万円
■森林基幹道豊津・黒岩線林道整備� 2,500万円
■水産基盤整備（長万部漁港）� 2,533万円
■水産廃棄物リサイクル施設運営� 4,232万円
■商工会運営費補助� 500万円
■毛がにまつり事業補助� 500万円
■観光協会運営費補助� 800万円
■多目的活動センターあつまんべ運営� 886万円

(新規)道路新設改良� 1,183万円
■北海道新幹線建設負担金� 2,900万円
■生活交通確保対策事業補助� 620万円
■防災対策� 966万円
■ＬＥＤ防犯灯・街路灯借上� 517万円
■街路灯設置・電気料補助� 535万円
■道路橋梁維持� 3億1,524万円
■河川維持� 3,100万円
■都市計画（土地区画整理事業調査業務外）事業
� 7,335万円
■消防施設整備� 5,520万円
■町立病院（繰出金）� 1億5,000万円

■ふるさと納税返礼� 3,570万円
■東京理科大学長万部校舎環境整備事業補助
� 450万円

豊かで快適な環境と美しい景観のまちづくり 地域の未来を創造する人づくり文化づくり

産　業
世界とつながり躍動する地域産業づくり

生活基盤
安心・安全で暮らしやすいまちづくり

手を取り合って未来を拓くまちづくり

健康・保健・福祉
(新規)障がい福祉計画策定� 387万円
■高齢者在宅福祉支援� 1,160万円
■高齢者入浴料金助成� 762万円
■老人福祉バス運行� 349万円
■高齢者生活福祉センター運営� 2,500万円
■町社会福祉協議会補助� 1,551万円
■地域敬老会補助� 195万円
■老人福祉センター運営� 392万円
■保育所運営� 1億486万円
■幼稚園等施設型給付負担金� 8,000万円
■多子世帯保育料等軽減補助� 27万円
■一時預かり事業補助� 180万円
■児童手当� 4,473万円
■タクシー料金助成� 900万円
■社会福祉施設入所者措置� 240万円
■重度心身障がい者医療費� 1,860万円
■心身障がい者自立支援� 1億7,718万円
■ひとり親家庭等医療費� 540万円
■乳幼児等医療費� 1,284万円
■後期高齢者医療療養給付費負担金� 9,556万円
■後期高齢者医療（繰出金）� 3,791万円
■国民健康保険（繰出金）� 7,657万円
■介護保険（繰出金）� 1億7,923万円

男女が共に支え合う健やかな地域社会づくり

令和５年度
令和５年度に予定
しているおもな事業一般会計予算
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◆ 

長
万
部
町
個
人
情
報
保
護
法
施

行
条
例

　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
個
人
情

報
保
護
制
度
の
ル
ー
ル
が
全
国
統

一
と
な
る
こ
と
か
ら
新
た
な
条
例

を
制
定
し
て
、
現
行
の
長
万
部
町

個
人
情
報
保
護
条
例
を
廃
止
す
る

と
と
も
に
、
長
万
部
町
の
公
の
施

設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
手

続
等
に
関
す
る
条
例
の
引
用
条
文

を
改
め
る
も
の
で
す
。

◆ 
長
万
部
町
情
報
公
開
・
個
人
情

報
保
護
審
査
会
条
例

　

長
万
部
町
個
人
情
報
保
護
法
施

行
条
例
の
制
定
に
よ
り
、
個
人
情

報
保
護
審
査
会
を
規
定
し
て
い
る

長
万
部
町
個
人
情
報
保
護
条
例
が

廃
止
と
な
る
た
め
、
審
査
会
の
調

査
審
議
等
に
関
す
る
事
項
を
定
め

た
新
た
な
条
例
を
制
定
す
る
と
と

も
に
、
長
万
部
町
情
報
公
開
条
例

に
規
定
し
て
い
る
公
文
書
公
開
審

査
会
を
新
た
な
条
例
に
よ
る
審
査

会
と
併
合
す
る
た
め
、
同
条
例
の

条
文
を
改
め
る
も
の
で
す
。

◆ 

長
万
部
町
職
員
定
数
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

職
員
数
の
現
状
及
び
定
年
延
長

制
度
の
導
入
に
よ
る
今
後
の
見
込

み
を
踏
ま
え
て
職
員
定
数
を
改
め

る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◆ 

長
万
部
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

出
産
育
児
一
時
金
等
の
支
給
総

額
に
つ
い
て
、
五
十
万
円
に
引
き

上
げ
る
内
容
で
健
康
保
険
法
施
行

令
の
一
部
改
正
が
さ
れ
、
町
条
例

で
定
め
る
出
産
育
児
一
時
金
に
つ

い
て
も
引
き
上
げ
る
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆ 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
十
四

号
）

　

令
和
四
年
度
一
般
会
計
予
算
の

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
九
千
七
百
九

十
三
万
五
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
六
十
八
億
七
千
九
百
二
十
五

万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆ 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
一
号
）

　

令
和
四
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算
の
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
四
百
九
十
五
万
三
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
一
億
五
百
四
万

三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
四
号
）

　

令
和
四
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算
の
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
二
百
七
十
万
四
千
円
を
減
額
し
、

予
算
総
額
七
億
四
千
三
百
四
十
二

万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆ 

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
四
号
）

　

令
和
四
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算
の
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四

千
九
百
八
十
四
万
八
千
円
を
減
額

し
、
予
算
総
額
八
億
九
千
九
十
五

万
八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆ 

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
二
号
）

　

令
和
四
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算
の
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
四
千
百
三
十
二
万
円
を
減
額

し
、
予
算
総
額
四
億
三
千
七
百
三

十
一
万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆ 

ガ
ス
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

四
号
）

　

令
和
四
年
度
ガ
ス
事
業
会
計
の

収
益
的
収
入
の
予
算
総
額
を
一
億

一
千
七
百
三
十
三
万
一
千
円
に
、

収
益
的
支
出
の
予
算
総
額
を
一
億

三
千
八
百
六
万
三
千
円
に
、
資
本

的
収
入
の
予
算
総
額
を
六
千
六
十

八
万
円
に
、
資
本
的
支
出
の
予
算

総
額
を
六
千
三
十
一
万
九
千
円
と

な
る
補
正
予
算
で
す
。

◆ 

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

三
号
）

　

令
和
四
年
度
病
院
事
業
会
計
の

収
益
的
収
入
の
予
算
総
額
を
六
億

六
千
六
百
五
十
九
万
五
千
円
に
、

収
益
的
支
出
の
予
算
総
額
を
七
億

一
千
二
百
八
十
三
万
一
千
円
に
、

資
本
的
収
入
の
予
算
総
額
を
六
百

八
十
九
万
七
千
円
に
、
資
本
的
支

出
の
予
算
総
額
一
千
三
百
四
十
二

万
六
千
円
と
な
る
補
正
予
算
で
す
。

◆ 

工
事
委
託
契
約
の
締
結
に
つ
い

て

　

Ｒ
５
号
井
対
策
工
事
は
、
一
億

三
千
四
百
七
十
五
万
円
で
、
ア
ー

ス
ト
ラ
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

株
式
会
社
と
契
約
す
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

◆ 

令
和
五
年
度
長
万
部
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　

令
和
五
年
度
一
般
会
計
予
算
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
千
七
百
十

五
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
五

十
四
億
九
千
十
五
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

特
集
Ⅱ

２０２３・３・９開会

第１回町議会定例会
令和５年第１回町議会定例会が、３月９日に開会され、

１７日に閉会しました。
この町議会定例会では、木幡町長が令和５年度町政執

行方針の表明と予算案を説明しました。その後、一般質
問のほか、条例の一部改正、新年度各会計の予算など、
議案２３件、同意２件について審議しました。

主な内容については、次のとおりです。
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は
、
昨
年
７
月
に
執
行
さ

れ
た
町
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
町
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
無

投
票
当
選
と
い
う
大
変
名
誉
あ
る

ご
審
判
を
い
た
だ
き
、
再
び
町
政

の
舵
取
り
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
各
位
を
は
じ
め
町
民
の
み

な
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
温
か
い

ご
支
援
、
ご
協
力
に
対
し
、
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
期
待
と
信
頼
に
誠
心
誠
意
お

応
え
す
べ
く
、
町
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
と
い
う
信
念
の
も
と
、

町
民
と
の
対
話
に
よ
る
信
頼
関
係

を
も
と
に
、
職
員
と
一
体
と
な
り
、

決
意
も
新
た
に
町
長
の
重
責
を

日
々
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡

大
と
収
束
を
繰
り
返
す
中
、
夏
場

に
新
規
感
染
者
数
が
過
去
最
高
を

更
新
し
ま
し
た
が
、
感
染
拡
大
防

止
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立
が
進

め
ら
れ
る
も
と
、
行
動
制
限
措
置

が
講
じ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
住
民
生
活
は
少
し
ず
つ
も
と

の
姿
を
取
り
戻
し
、
人
流
の
抑
制

は
過
去
の
感
染
拡
大
の
波
と
比
較

し
て
小
幅
に
止
ま
り
ま
し
た
。

地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
加

速
す
る
人
口
減
少
と
長
期
化
す
る

コ
ロ
ナ
禍
な
ど
一
層
厳
し
さ
を
増

し
、
町
政
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、

引
き
続
き
厳
し
い
財
政
運
営
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
将
来
の
北
海
道

新
幹
線
長
万
部
駅
開
業
を
見
据
え

な
が
ら
、
第
４
次
長
万
部
町
ま
ち

づ
く
り
総
合
計
画
に
則
り
、
本
町

が
地
域
の
資
源
や
人
材
を
活
か
し

な
が
ら
、
将
来
に
向
か
っ
て
住
み

続
け
た
い
ま
ち
、
自
主
・
自
立
し

た
ま
ち
で
あ
る
た
め
に
、
町
民
の

参
加
と
合
意
に
よ
る
個
性
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
指

し
、
各
種
施
策
の
実
現
に
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の

思
い
を
大
切
に
町
政
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
を
は

じ
め
町
民
の
み
な
さ
ま
の
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
９
月
26
日
に
噴
出
が
止

ま
っ
た
水
柱
の
対
策
は
、
現
在
も

専
門
家
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
つ
つ
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を

継
続
し
て
お
り
ま
す
。

現
況
は
小
康
状
態
で
は
あ
り
ま

す
が
、
再
噴
出
す
る
可
能
性
が
否

定
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
た
め
、

Ｒ
５
号
井
噴
出
の
原
因
を
早
急
に

解
明
す
る
こ
と
を
目
的
に
井
戸
内

の
浚
渫
調
査
工
事
等
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
工
事
等
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
関
係
者
等
か

ら
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
長
期

に
わ
た
っ
た
観
測
を
安
全
に
継
続

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
他
の

廃
止
井
戸
等
を
含
め
、
長
万
部
全

体
の
「
安
全
弁
」
と
し
て
の
機
能

を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

防
災
関
係
で
は
、
「
長
万
部
町

水
災
害
避
難
啓
発
動
画
」
を
活
用

し
た
地
区
別
防
災
出
前
講
座
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
長
万
部
町
地

域
防
災
計
画
の
改
訂
業
務
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続

き
災
害
時
に
使
用
す
る
避
難
用
寝

具
や
非
常
食
等
の
計
画
的
な
整
備

や
長
万
部
町
防
災
の
日
（
７
月
12

日
）
に
合
わ
せ
て
災
害
パ
ネ
ル
展

等
を
開
催
し
、
防
災
意
識
の
高
揚

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
で
は
、
長
万
部

町
交
通
安
全
指
導
員
協
議
会
を
中

心
に
、
関
係
機
関
、
団
体
と
連
携

し
、
旗
の
波
運
動
や
街
頭
指
導
を

実
施
し
な
が
ら
、
交
通
弱
者
で
あ

る
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
や
児

童
生
徒
の
交
通
安
全
の
確
保
を
重

点
と
し
て
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の

安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
交
通

事
故
の
減
少
と
死
亡
事
故
の
撲
滅

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
２
年
度
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

全
寮
制
教
育
を
一
時
中
止
し
て
お

り
ま
し
た
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
で

す
が
、
今
年
は
、
全
国
各
地
か
ら

東
京
理
科
大
学
経
営
学
部
国
際
デ

ザ
イ
ン
経
営
学
科
の
学
生
が
４
月

８
日
に
入
寮
い
た
し
ま
す
。

感
染
症
対
策
を
万
全
に
さ
れ
て

町政執行方針町政執行方針
令和５年度令和５年度

水

柱

対

策

防
災
関
係
及
び

交
通
安
全
対
策

東
京
理
科
大
学
北
海
道
・

長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス

私
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の
入
寮
と
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ

が
公
共
交
通
機
関
で
来
町
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
例
年
ど
お
り
の
歓
迎

と
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
町
民
の
み

な
さ
ま
と
静
か
に
温
か
い
気
持
ち

で
迎
え
て
あ
げ
た
い
と
願
う
も
の

で
あ
り
、
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
が

再
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
ち
の

賑
わ
い
の
創
出
と
活
性
化
に
繋
が

る
も
の
と
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
大
学
と
の
良
好
な
関
係

を
維
持
し
、
さ
ら
な
る
連
携
・
協

力
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

明
治
６
年
に
長
万
部
に
副
戸
長

が
置
か
れ
た
こ
と
を
自
治
体
の
開

礎
と
す
る
長
万
部
町
が
、
本
年
で

１
５
０
年
を
迎
え
、
併
せ
て
町
制

施
行
80
年
と
な
り
ま
す
。

こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
、
先
人

の
皆
様
の
取
り
組
み
、
築
き
上
げ

て
き
た
財
産
に
感
謝
を
し
、
さ
ら

な
る
限
り
な
い
未
来
へ
の
発
展
を

願
う
た
め
の
記
念
事
業
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
記
念
事
業
は
、

社
会
情
勢
を
勘
案
し
て
の
記
念
式

典
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
記
念

町
勢
要
覧
の
作
成
や
既
存
の
町
内

行
事
等
へ
の
協
賛
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

長
万
部
町
地
域
公
共
交
通
計
画

に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
長
万
部
町

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」

に
よ
り
、
デ
マ
ン
ド
交
通
短
期
実

証
調
査
運
行
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、

利
便
性
の
高
い
持
続
可
能
な
公
共

交
通
体
系
の
構
築
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
協
議

会
で
審
議
い
た
だ
い
た
計
画
の
方

向
性
を
基
本
と
し
て
素
案
を
作
成

し
、
長
万
部
町
地
域
公
共
交
通
計

画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

脱
炭
素
化
と
地
域
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
強
化
を
同
時
実
現
す
る
た
め
、

環
境
省
の
補
助
事
業
に
よ
り
、
役

場
庁
舎
と
学
習
文
化
セ
ン
タ
ー
に

太
陽
光
発
電
設
備
及
び
蓄
電
池
を

Ｐ
Ｐ
Ａ
方
式
に
よ
り
設
置
し
ま
し

た
が
、
令
和
５
年
度
か
ら
は
、
長

万
部
町
の
公
用
車
と
し
て
、
電
気

自
動
車
導
入
と
充
電
設
備
を
設
置

し
、
ま
た
、
公
共
施
設
照
明
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
さ
ら
な
る
脱
炭
素
化
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

長
万
部
町
ま
ち
づ
く
り
基
金
条

例
に
よ
る
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
取

組
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
附
サ
イ

ト
及
び
返
礼
品
登
録
事
業
者
の
追

加
、
新
た
な
返
礼
品
の
発
掘
、
各

寄
附
サ
イ
ト
の
返
礼
品
画
像
に
つ

い
て
、
魅
力
あ
る
写
真
掲
載
や
返

礼
品
説
明
の
制
作
、
ふ
る
さ
と
納

税
関
連
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
Ｐ

Ｒ
広
告
の
掲
載
な
ど
積
極
的
に
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
方
創
生

及
び
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
さ
せ
る
た
め
、
寄
附
企
業
に

と
っ
て
魅
力
の
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
案
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
を
定

め
た
「
長
万
部
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
町
内

の
総
合
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
現

在
の
長
万
部
駅
の
場
所
に
東
西
市

街
地
を
結
ぶ
自
由
通
路
と
駅
西
口

広
場
、
ア
ク
セ
ス
道
路
及
び
高
架

下
滞
留
空
間
の
整
備
を
目
指
し
ま

す
。自

由
通
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、

将
来
開
業
が
予
定
さ
れ
る
新
幹
線

長
万
部
駅
へ
の
連
絡
通
路
を
兼
ね

る
も
の
で
、
既
に
基
本
設
計
を
実

施
済
み
で
あ
り
、
関
連
す
る
都
市

施
設
で
町
が
整
備
予
定
の
駅
西
口

広
場
、
西
口
ア
ク
セ
ス
道
路
、
高

架
下
滞
留
空
間
に
つ
い
て
も
含
め

て
、
鉄
道
事
業
者
な
ど
の
関
係
機

関
と
協
議
し
な
が
ら
整
備
に
向
け

た
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
津
波
避
難
施
設
を
兼
ね

た
防
災
駐
車
場
や
商
業
施
設
の
誘

致
、
商
業
区
域
の
再
編
と
本
町
通

の
拡
幅
整
備
を
視
野
に
入
れ
て
、

土
地
区
画
整
理
事
業
の
導
入
に
向

け
た
検
討
と
調
査
・
準
備
を
引
き

続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
長
万
部
駅
の
東
口
駅

前
広
場
と
本
町
通
の
拡
幅
整
備
に

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
５
年
度
中

に
道
道
長
万
部
公
園
線
を
区
域
変

更
し
、
北
海
道
が
整
備
す
る
方
向

で
協
議
を
進
め
て
お
り
、
関
連
す

る
都
市
計
画
決
定
に
向
け
て
、
北

海
道
や
鉄
道
事
業
者
な
ど
の
関
係

機
関
と
の
協
議
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

新
幹
線
の
地
上
部
で
あ
る
明
か

り
区
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和

４
年
度
中
に
地
上
部
の
中
ノ
沢
高

架
橋
と
平
里
高
架
橋
他
、
栄
原
高

架
橋
と
静
狩
路
盤
の
建
設
工
事
が

発
注
済
み
で
、
令
和
５
年
度
に
は

残
り
す
べ
て
の
建
設
工
事
を
発
注

予
定
と
鉄
道
運
輸
機
構
か
ら
伺
っ

て
お
り
、
こ
れ
に
伴
い
新
幹
線
と

交
差
す
る
道
路
や
河
川
な
ど
の
支

障
移
転
や
付
け
替
え
協
議
、
用
地

買
収
や
支
障
物
件
の
移
転
な
ど
に

つ
い
て
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
生

活
に
、
で
き
る
限
り
支
障
が
生
じ

な
い
よ
う
最
大
限
に
配
慮
す
る
と

と
も
に
、
事
業
が
円
滑
に
推
進
で

き
る
よ
う
建
設
主
体
で
あ
る
鉄
道

運
輸
機
構
と
の
連
携
を
密
に
し
て

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
共
に
支
え
合
い
、
長
寿
で
豊

か
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念

長
万
部
町
地
域

公
共
交
通
計
画

脱
炭
素
化
の
推
進

ふ
る
さ
と
納
税

開
礎
１
５
０
年
・

町
制
施
行
８０
年

長
万
部
駅
前
周
辺
に

お
け
る
都
市
整
備

北
海
道
新
幹

線
工
事
関
係

高
齢
者
福
祉
対
策
及

び
介
護
保
険
事
業
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と
し
た
第
８
期
長
万
部
町
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
に
基
づ
き
、
「
健
康
寿
命
の

延
伸
と
元
気
高
齢
者
の
活
躍
推

進
」
、
「
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る

環
境
づ
く
り
」
、
「
多
様
な
暮
ら
し

を
支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

標
に
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予

防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供

さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
目
指
し
、
社
会
福
祉
協

議
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関

と
の
連
携
の
も
と
に
、
相
談
や
見

守
り
体
制
等
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
体
制
整
備
、
医
療
・
介
護
連

携
の
推
進
、
認
知
症
の
総
合
的
な

対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
相
談
受
付
、
生
活

支
援
な
ど
の
ほ
か
、
在
宅
で
の
生

活
を
支
え
る
介
護
予
防
事
業
等
を

推
進
し
な
が
ら
、
介
護
保
険
事
業

の
安
定
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
計
画
の
最
終
年

度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
令
和
６
年

度
か
ら
令
和
９
年
度
ま
で
の
３
年

間
を
計
画
期
間
と
す
る
第
９
期
計

画
策
定
に
向
け
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

高
齢
者
の
み
な
さ
ま
が
そ
の
能

力
や
経
験
を
活
か
し
積
極
的
に
社

会
参
加
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
敬

老
会
へ
の
助
成
、
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
支
援
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
助

成
、
福
祉
バ
ス
の
運
行
、
入
浴
料

金
助
成
事
業
な
ど
を
継
続
し
て
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

障
が
い
者
施
策
の
基
本
計
画
と

し
て
、
第
３
次
長
万
部
町
障
が
い

者
基
本
計
画
と
第
６
期
長
万
部
町

障
が
い
福
祉
計
画
（
第
２
期
長
万

部
町
障
が
い
児
福
祉
計
画
）
を
も

と
に
、
「
障
が
い
者
だ
れ
も
が
自

立
し
、
安
心
し
て
暮
ら
し
支
え
合

う
町
」
を
目
指
し
、
「
障
が
い
者

等
の
自
己
決
定
と
自
己
選
択
の
尊

重
」
、
「
地
域
生
活
移
行
や
就
労
支

援
等
の
課
題
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ

ス
提
供
体
制
の
整
備
」
、
「
障
が
い

児
支
援
体
制
の
整
備
」
を
基
本
目

標
に
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
が

共
に
地
域
の
中
で
暮
ら
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
障
が
い
に
対

す
る
理
解
促
進
を
図
り
、
相
談
支

援
体
制
や
情
報
提
供
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
個
々
に
応
じ
た
的

確
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
内
に
在
住
す
る
障
が

い
の
あ
る
方
が
集
ま
り
、
軽
作
業

を
行
う
こ
と
で
生
き
が
い
を
見
い

だ
す
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
し
て
、

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
各
計
画
の
最
終

年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
令
和
６

年
度
以
降
の
新
た
な
計
画
策
定
に

向
け
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
「
健
康
寿
命
の
延
伸
と

健
や
か
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
」

を
基
本
理
念
と
し
た
長
万
部
町
健

康
づ
く
り
計
画
に
基
づ
き
、
「
健

や
か
に
産
み
育
て
る
」
、
「
生
活

習
慣
病
の
予
防
と
悪
化
の
防
止
」
、

「
こ
こ
ろ
の
健
康
保
持
」
を
目
標

に
、
家
庭
や
教
育
関
係
機
関
、
商

工
・
農
業
・
漁
業
団
体
、
町
内
会

等
と
連
携
し
、
健
康
づ
く
り
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

母
子
の
健
康
で
は
、
母
子
健
康

手
帳
の
交
付
時
や
乳
幼
児
健
診
な

ど
の
機
会
を
通
じ
て
、
個
別
相
談

や
育
児
相
談
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
妊
婦
一
般

健
診
費
用
及
び
通
院
費
、
新
生
児

聴
覚
検
査
費
用
、
不
妊
・
不
育
治

療
に
要
す
る
費
用
の
一
部
助
成
や

妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で

一
貫
し
て
身
近
で
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
伴
走
型
の

相
談
支
援
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、

経
済
的
支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。

食
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
幼
少

期
か
ら
食
へ
の
関
心
を
持
ち
、
栄

養
や
食
の
安
全
へ
の
理
解
を
深
め
、

健
康
的
な
食
生
活
を
実
践
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
悪
化
の

防
止
で
は
、
少
年
期
か
ら
の
知
識

の
普
及
や
良
い
生
活
習
慣
に
つ
い

て
の
周
知
、
健
診
の
重
要
性
に
つ

い
て
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が

ら
啓
蒙
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
検
診
の
受
診
率
向
上
の
た

め
、
検
診
料
金
の
一
部
助
成
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
保
持
で
は
、
面

談
や
電
話
に
よ
る
相
談
事
業
を
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
立
保
育
所
で
は
、
職
員
体
制

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
保
護
者

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
や
保
育
環
境
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
保
育
所
内
に
設
置
し
て

い
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

み
ん
な
の
広
場
や
遊
び
の
広
場
な

ど
親
子
遊
び
の
場
の
提
供
、
子
育

て
相
談
な
ど
、
子
育
て
支
援
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に

よ
り
、
引
き
続
き
子
育
て
世
代
へ

の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、

拡
大
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
、

町
内
の
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園

に
２
人
以
上
で
入
所
の
就
学
前
第

２
子
以
降
の
児
童
の
無
料
化
に
つ

い
て
も
継
続
し
、
子
育
て
支
援
の

拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

学
童
保
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

民
間
事
業
者
に
委
託
し
、
昼
間
、

留
守
家
庭
の
児
童
の
放
課
後
等
に

適
切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供

し
、
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
っ

て
お
り
、
引
き
続
き
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
環

境
問
題
対
策
へ
の
取
組
は
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
、
意
識
を
持
っ
て

障

が

い

者

福

祉

関

係

町
民
の
健
康
増
進

児
童
福
祉
関
係

生
活
環
境
関
係
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環
境
負
荷
の
少
な
い
生
活
様
式
へ

と
転
換
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
り
ま
す
。
「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、

分
け
れ
ば
資
源
」
の
言
葉
ど
お
り
、

自
然
に
優
し
い
循
環
型
の
地
域
社

会
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
ご
み

減
量
化
の
一
環
と
し
て
、
生
ご
み

堆
肥
化
容
器
購
入
補
助
や
廃
食
用

油
、
衣
類
等
の
無
料
回
収
を
継
続

し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

海
岸
漂
着
物
の
回
収
・
処
理
に

つ
き
ま
し
て
は
、
補
助
事
業
を
利

用
し
て
静
狩
地
区
・
旭
浜
地
区
・

長
万
部
地
区
に
つ
い
て
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

旧
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に

つ
き
ま
し
て
は
、
調
査
計
画
委
託

業
務
を
実
施
し
、
埋
立
地
境
界
柵

を
設
置
し
て
、
廃
止
に
向
け
た
業

務
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
低
炭
素
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
の
節
電
対
策
を
強
化

す
る
た
め
、
各
団
体
が
管
理
し
て

い
る
街
路
灯
の
電
気
料
金
補
助
及

び
設
置
改
良
補
助
を
継
続
し
、
地

域
の
み
な
さ
ま
に
補
助
制
度
を
ご

活
用
い
た
だ
き
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
器
交
換
の
推
進
と
維
持
管
理
の

負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

山
越
郡
衛
生
処
理
組
合
か
ら
引

き
継
ぎ
ま
し
た
、
し
尿
処
理
施
設

に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
４
年
度

で
施
設
解
体
を
完
了
し
ま
し
た
の

で
、
し
尿
処
理
施
設
解
体
基
金
を

全
額
取
り
崩
し
、
国
庫
補
助
金
と

八
雲
町
負
担
金
に
つ
い
て
返
還
し

精
算
し
て
ま
い
り
ま
す
。

空
家
対
策
事
業
と
し
て
、
町
民

の
み
な
さ
ま
が
安
心
し
て
生
活
す

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
確
保
す

る
た
め
、
倒
壊
や
屋
根
・
外
壁
等

の
部
材
が
飛
散
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
空
家
の
解
体
工
事
に
係
る
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
継
続

し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

酪
農
経
営
の
安
定
的
発
展
を
図

る
た
め
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組

合
や
乳
牛
検
定
組
合
等
に
対
す
る

助
成
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
生
産
者
の
コ
ス
ト
低
減

と
規
模
拡
大
を
図
る
た
め
、
町
営

に
よ
る
公
共
牧
場
事
業
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。

肉
用
牛
は
、
町
有
貸
付
牛
の
貸

付
け
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、

農
業
共
済
組
合
や
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
、
生
産
者

の
技
術
支
援
や
巡
回
指
導
等
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

道
営
草
地
整
備
事
業
は
、
今
年

度
よ
り
５
カ
年
計
画
で
公
共
牧
場

を
含
め
た
実
施
計
画
区
域
で
、
草

地
整
備
改
良
１
３
２
．
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
草
地
造
成
改
良
48
．
９

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
暗
渠
排
水
84
．
２

ヘ
ク
タ
ー
ル
な
ど
の
整
備
事
業
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

各
地
区
の
農
地
及
び
営
農
用
水

施
設
等
の
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し

て
は
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
業
を
実
施
し
、
保
全
活
動
の
支

援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
担
い
手
確
保
対
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、
意
欲
あ
る
若
者
を
全

国
か
ら
受
け
入
れ
る
た
め
研
修
先

の
確
保
に
加
え
、
就
農
ま
で
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

町
有
林
造
林
事
業
と
し
て
は
、

町
有
林
の
多
面
的
な
機
能
を
よ
り

一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
、
地
拵
・

植
栽
、
下
刈
、
間
伐
、
皆
伐
、
林

業
専
用
道
（
規
格
相
当
）
開
設
事

業
な
ど
の
一
体
的
な
森
林
整
備
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

民
有
林
保
育
事
業
は
、
「
豊
か

な
森
づ
く
り
推
進
事
業
」
に
よ
る

造
林
奨
励
事
業
補
助
を
行
う
と
と

も
に
、
町
単
独
事
業
と
し
て
「
民

有
林
造
林
推
進
下
刈
奨
励
事
業
」

に
よ
る
下
刈
事
業
補
助
を
行
い
、

林
業
振
興
と
森
林
機
能
の
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

分
収
造
林
事
業
と
し
て
は
、
分

収
造
林
契
約
地
の
下
刈
、
間
伐
、

作
業
道
修
繕
事
業
な
ど
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

道
営
事
業
は
、
豊
津
地
区
の
町

有
林
及
び
民
有
林
事
業
推
進
の
た

め
、
平
成
17
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
基
幹
林
道
豊
津
・
黒
岩
線
整

備
を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。有

害
鳥
獣
対
策
で
は
、
ヒ
グ
マ

や
エ
ゾ
シ
カ
に
加
え
、
キ
ツ
ネ
や

ア
ラ
イ
グ
マ
等
の
小
動
物
に
よ
る

農
業
被
害
も
増
加
傾
向
で
あ
る
た

め
、
緩
衝
帯
整
備
や
戸
締
り
の
徹

底
等
に
よ
り
物
理
的
な
侵
入
経
路

を
塞
ぐ
な
ど
の
対
策
を
徹
底
す
る

と
同
時
に
、
農
林
業
被
害
の
未
然

防
止
及
び
特
定
外
来
生
物
の
侵

入
・
定
着
阻
止
の
た
め
、
長
万
部

町
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
が

そ
の
取
組
の
中
心
と
な
り
、
関
係

機
関
と
連
携
を
し
、
こ
れ
ら
を
捕

獲
す
る
た
め
の
わ
な
を
被
害
箇
所

周
辺
等
に
設
置
す
る
こ
と
で
個
体

数
の
調
整
を
図
り
、
効
果
的
な
対

策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
町
の
令
和
４
年
に
お
け
る
ホ

タ
テ
貝
養
殖
漁
業
の
漁
獲
量
及

び
漁
獲
金
額
は
、
漁
獲
量
で
１

７
，
１
３
８
ト
ン
、
漁
獲
金
額
で

は
56
億
１
，
８
８
４
万
円
と
な
り
、

前
年
と
比
較
し
、
漁
獲
量
は
６
．

８
％
の
増
、
漁
獲
金
額
で
は
43
．

４
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
要
因

と
し
ま
し
て
は
、
生
産
が
順
調
で

中
国
な
ど
の
海
外
輸
出
が
回
復
し
、

単
価
等
も
安
定
し
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

ホ
タ
テ
の
生
育
状
況
は
、
本
年

２
月
に
渡
島
北
部
地
区
水
産
技
術

普
及
指
導
所
が
調
査
し
た
結
果
、

お
お
む
ね
良
好
な
生
育
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
各
関

係
機
関
と
連
携
し
、
注
意
深
く
生

育
調
査
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

漁
業
振
興
で
は
、
漁
港
街
路
灯

電
気
料
の
補
助
を
行
い
、
漁
家
経

営
の
安
定
化
と
健
全
な
育
成
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

水
産
物
供
給
基
盤
機
能
保
全
事

業
は
、
北
海
道
が
事
業
主
体
と
な

り
、
長
万
部
漁
港
の
機
能
保
全
工

事
や
静
狩
漁
港
の
漂
砂
対
策
と
し

て
、
防
砂
堤
の
新
設
工
事
を
行
う

こ
と
が
決
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

農

業

振

興

林

業

振

興

漁

業

振

興
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人
口
減
少
に
加
え
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
や
燃

料
・
原
材
料
を
は
じ
め
と
す
る
物

価
高
騰
に
よ
っ
て
、
地
域
経
済
は

厳
し
い
状
況
が
続
く
中
、
本
町
の

商
工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
商

工
会
へ
の
運
営
費
助
成
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
中
小
企
業
の
育
成
と
経

営
安
定
の
た
め
、
商
工
会
と
連
携

し
、
中
小
企
業
融
資
資
金
の
貸
付

け
を
行
い
、
利
子
補
給
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

多
目
的
活
動
セ
ン
タ
ー
あ
つ
ま

ん
べ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
が
定

め
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
積

極
的
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
地

域
振
興
が
図
ら
れ
る
よ
う
利
用
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

観
光
振
興
で
は
、
Ｊ
Ｒ
長
万
部

駅
舎
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
長
万

部
観
光
協
会
に
よ
る
観
光
案
内
所

は
、
本
町
の
観
光
案
内
は
も
と
よ

り
名
産
品
販
売
所
と
し
て
広
く
知

ら
れ
て
お
り
、
観
光
客
や
町
民
の

方
に
利
用
さ
れ
、
地
域
経
済
へ
の

寄
与
が
見
受
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
も
引
き
続
き
助
成
を

行
い
、
観
光
の
拠
点
と
な
る
案
内

所
の
運
営
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
本
町
の
大
き
な
観
光
資

源
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
長
万
部
温

泉
の
温
泉
井
維
持
管
理
事
業
に
助

成
し
、
温
泉
施
設
の
安
全
と
安
定

供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
開
催
を
前
提
に
、
本

町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
ま

す
「
お
し
ゃ
ま
ん
べ
毛
が
に
ま
つ

り
」
に
助
成
し
、
地
域
特
産
物
の

Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
い
、
町
内
外

の
各
団
体
と
の
連
携
を
強
め
、
地

域
の
活
性
化
を
図
り
、
観
光
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
さ
ら
な
る
観

光
振
興
・
地
域
振
興
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
や
物
価
高
騰

に
よ
り
、
全
国
的
に
雇
用
情
勢
は

不
安
定
と
な
り
、
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

本
町
と
し
て
は
、
良
質
で
安
定

的
な
雇
用
を
維
持
す
る
た
め
、
引

き
続
き
渡
島
檜
山
北
部
通
年
雇
用

促
進
支
援
協
議
会
等
関
係
機
関
と

連
絡
を
密
に
し
、
求
人
情
報
や
各

種
事
業
等
の
周
知
を
進
め
る
と
と

も
に
、
国
や
北
海
道
と
連
携
し
て

雇
用
の
確
保
を
積
極
的
に
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

近
年
の
消
費
生
活
相
談
の
多
様

化
に
伴
い
、
高
度
な
対
応
が
で

き
る
「
函
館
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
」
へ
の
相
談
引
き
継
ぎ
体
制

を
整
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
北

海
道
が
交
付
す
る
地
方
消
費
者
行

政
強
化
事
業
補
助
金
を
活
用
し
、

担
当
職
員
を
専
門
的
な
研
修
に
派

遣
す
る
こ
と
に
よ
り
資
質
向
上
を

行
い
、
さ
ら
な
る
消
費
生
活
相
談

体
制
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。土

木
事
業
で
は
、
５
年
に
１
度

の
法
定
点
検
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
町
道
橋
に
つ
い
て
、
長
万
部

町
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基

づ
き
、
国
の
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
橋
梁
点

検
調
査
業
務
と
し
て
町
道
橋
77
橋

の
う
ち
18
橋
の
点
検
調
査
、
及
び

町
道
橋
１
橋
の
修
繕
設
計
、
２
橋

の
修
繕
工
事
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
昨
年
８
月
に
発
生
し
た

大
雨
に
よ
り
一
部
崩
落
し
て
通
行

止
め
と
な
っ
て
い
た
町
道
浅
見
線

に
つ
き
ま
し
て
は
、
災
害
調
査
設

計
業
務
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、

災
害
復
旧
工
事
に
着
手
い
た
し
ま

す
。河

川
維
持
事
業
で
は
、
令
和
３

年
度
に
策
定
し
た
長
万
部
町
河
川

堆
積
土
砂
管
理
計
画
に
基
づ
き
、

町
内
普
通
河
川
の
堆
積
土
砂
除
去

工
事
を
３
河
川
分
実
施
す
る
ほ
か
、

昨
年
の
大
雨
に
よ
り
護
岸
が
大
き

く
損
壊
し
て
い
る
普
通
河
川
田
尻

川
の
護
岸
補
修
調
査
設
計
業
務
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
町
道
の
舗
装
補
修

工
事
や
排
水
路
の
清
掃
な
ど
に
つ

い
て
、
計
画
的
に
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

公
園
事
業
で
は
、
ふ
れ
あ
い
公

園
、
あ
や
め
公
園
の
施
設
の
劣
化

状
況
や
危
険
性
を
調
査
し
、
今
後

の
修
繕
・
更
新
等
の
優
先
順
位
付

け
や
概
算
費
用
を
算
出
す
る
た
め

の
都
市
公
園
施
設
劣
化
度
調
査
業

務
を
実
施
す
る
ほ
か
、
ふ
れ
あ
い

公
園
の
老
朽
化
し
た
高
圧
受
電
設

備
更
新
工
事
を
単
独
事
業
で
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
営
住
宅
事
業
で
は
、
夜
間
停

電
時
に
お
け
る
入
居
者
避
難
時
の

安
全
確
保
の
た
め
、
町
営
住
宅
は

ま
な
す
第
３
団
地
の
共
用
廊
下
・

階
段
に
設
置
し
て
い
る
非
常
照
明

用
器
具
の
交
換
工
事
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
北
海
道
新
幹
線
建
設
に

伴
う
町
営
住
宅
南
部
団
地
移
転
に

係
る
新
団
地
建
設
に
つ
い
て
、
令

和
５
年
度
は
高
砂
地
区
の
敷
地
造

成
及
び
構
内
道
路
新
設
工
事
と
令

和
６
年
度
建
設
分
の
実
施
設
計
業

務
、
温
泉
地
区
は
４
棟
９
戸
の
住

宅
建
設
及
び
外
構
整
備
工
事
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
住
宅
施
設
や
設
備

の
維
持
、
修
繕
な
ど
、
計
画
的
に

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
の
利
用
状
況
は
、

令
和
５
年
１
月
末
現
在
、
供
用
開

始
区
域
内
人
口
３
，
５
４
７
人

に
対
し
、
下
水
道
接
続
人
口
は

３
，
０
２
８
人
で
、
水
洗
化
率
85
．

４
％
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
快

適
な
生
活
環
境
づ
く
り
に
向
け
、

水
洗
化
の
普
及
促
進
に
努
め
、
自

労

政

関

係

消

費

生

活

相

談

関

係

公
共
下
水
道
事
業

建

設

関

係

商
工
・
観
光
振
興
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主
財
源
の
適
正
な
確
保
と
経
営
の

効
率
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
汚
水
処
理
施
設
で
は
、

し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
等
を
ス
ム
ー

ズ
に
受
け
入
れ
て
順
調
に
稼
働
処

理
を
行
っ
て
お
り
、
令
和
５
年
度

も
引
き
続
き
万
全
の
体
制
で
事
業

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
新
幹
線
建
設
工
事
に
伴

う
汚
水
管
移
設
工
事
関
連
業
務
、

及
び
昨
年
度
に
引
き
続
き
下
水
道

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に

基
づ
く
終
末
処
理
場
更
新
工
事
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
経
営
状
況
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
で
の
営
業
自
粛
や
学
校
休
校
等

の
影
響
に
よ
り
、
昨
年
同
様
ガ
ス

販
売
量
が
低
調
と
な
り
、
単
年
度

収
支
で
赤
字
が
見
込
ま
れ
て
お
り

ま
す
。

令
和
５
年
度
の
主
な
事
業
と
し

て
は
、
新
幹
線
建
設
工
事
に
伴
う

ガ
ス
本
支
管
移
設
工
事
等
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

収
益
は
、
昨
年
よ
り
ガ
ス
売
上

の
微
増
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、

原
料
費
や
施
設
修
理
費
等
の
増
加

に
よ
り
、
単
年
度
収
支
で
赤
字
の

見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
ガ
ス
料
金
は
、
原
料
費
調
整

制
度
に
基
づ
く
調
整
単
位
料
金
の

上
限
額
を
廃
止
し
て
お
り
ま
す
が
、

国
庫
補
助
事
業
に
よ
り
９
月
料
金

分
ま
で
は
１
立
方
メ
ー
ト
ル
当
た

り
税
込
み
30
円
、
同
じ
く
10
月
料

金
は
税
込
み
15
円
の
値
引
き
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ガ
ス
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
も
厳
し
い
経
営
環
境
で
は
あ

り
ま
す
が
、
保
安
の
確
保
と
安
全

性
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

健
全
な
経
営
を
図
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
、
給
水
件
数
、

給
水
量
と
も
に
１
月
末
現
在
で
、

前
年
度
よ
り
下
回
り
ま
し
た
が
、

経
費
の
節
減
に
よ
り
、
単
年
度
収

支
で
黒
字
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま

す
。令

和
５
年
度
の
主
な
事
業
と
し

て
は
、
新
幹
線
建
設
工
事
に
伴
う

配
水
管
補
強
関
連
事
業
や
静
狩
地

区
３
号
井
関
連
事
業
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

収
益
は
、
前
年
並
み
の
給
水
収

益
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、
動

力
費
や
施
設
修
理
費
等
の
増
加
に

よ
り
、
単
年
度
収
支
で
赤
字
の
見

込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
と
も
経
費
の
節
減
を
図
り
効

率
的
な
事
業
運
営
を
実
施
し
、
安

全
な
水
の
安
定
供
給
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

町
立
病
院
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
医
療
を
支
え
る
町
内
唯
一
の

病
院
と
し
て
、
さ
ら
に
は
救
急
告

示
病
院
と
し
て
、
機
能
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
年
度
は
内
科
医
師
３
名
、
外

科
の
出
張
医
師
１
名
に
よ
る
診
療

体
制
を
整
え
、
毎
週
火
曜
日
と
金

曜
日
は
北
大
小
児
科
か
ら
医
師
１

名
の
派
遣
に
よ
る
小
児
科
診
療
、

整
形
外
科
は
毎
月
２
回
、
眼
科
は

２
カ
月
に
１
回
を
そ
れ
ぞ
れ
函
館

市
内
の
民
間
病
院
か
ら
医
師
の
派

遣
を
受
け
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

土
曜
日
・
日
曜
日
の
救
急
医
療

に
つ
き
ま
し
て
は
、
北
大
病
院
、

市
立
函
館
病
院
な
ど
か
ら
医
師
の

派
遣
を
受
け
診
療
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
病
院
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
持
続
可
能
な
地
域
医
療
提

供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
総
務
省

か
ら
発
出
さ
れ
た
、
公
立
病
院
経

営
強
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
く

「
公
立
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
」

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
老
朽
化

し
た
施
設
の
改
築
に
向
け
た
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
を
は
じ
め
と
す
る
感
染
症
対
策

を
徹
底
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
住

民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
病
院
づ
く
り

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

近
年
の
複
雑
多
様
化
、
大
規
模

化
す
る
火
災
や
災
害
に
対
応
す
る

万
全
な
消
防
体
制
を
確
立
す
る
た

め
、
消
防
施
設
・
装
備
の
整
備
に

努
め
、
住
民
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

火
災
予
防
に
つ
き
ま
し
て
は
、

防
火
対
象
物
及
び
危
険
物
施
設
へ

の
立
入
検
査
に
よ
り
安
全
指
導
を

徹
底
す
る
と
と
も
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
か
ら
13
年
が
経

過
し
て
い
る
た
め
、
早
期
更
新
の

普
及
啓
発
を
推
進
し
、
併
せ
て
、

悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
注
意
す

る
よ
う
周
知
し
て
ま
い
り
ま
す
。

救
急
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、

高
規
格
救
急
自
動
車
の
更
新
整
備

に
努
め
、
救
急
救
命
士
を
医
療
研

修
機
関
に
派
遣
し
、
必
要
な
知
識

技
術
を
修
得
さ
せ
る
な
ど
、
救
急

隊
員
の
資
質
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

消
防
団
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消

防
団
員
の
技
術
向
上
や
国
が
定
め

る
装
備
基
準
に
基
づ
き
装
備
資
機

材
を
計
画
的
に
整
備
し
、
団
員
の

安
全
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

水

道

事

業

病

院

事

業

消

防

関

係

ガ

ス

事

業
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学
校
及
び
社
会
教
育
施
設
に
お

け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
法

の
位
置
付
け
や
マ
ス
ク
の
着
用

ル
ー
ル
の
変
更
な
ど
、
厚
生
労
働

省
や
文
部
科
学
省
の
指
示
・
指
導

の
も
と
適
切
に
対
応
し
て
、
学
校

教
育
及
び
社
会
教
育
事
業
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

【 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
活
動

の
推
進
】

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
伴

う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
に
よ
り
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
が
学
校
に
お
い
て

も
定
着
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今

後
も
効
果
的
な
活
用
が
進
め
ら
れ

る
よ
う
教
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
支
援
し
、
子
ど
も
た
ち
が
必
要

と
す
る
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

【 

学
校
間
連
携
に
よ
る
教
育
活
動

の
充
実
】

小
学
校
教
育
と
の
円
滑
な
接
続

の
た
め
、
幼
児
と
児
童
の
交
流
や

教
員
の
意
見
交
換
の
機
会
を
設
け

る
な
ど
、
幼
保
小
連
携
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
小
中
高
連
携
に
つ
い

て
は
、
「
長
万
部
町
教
育
連
携
会

議
」
な
ど
を
活
用
し
、
共
通
で
取

り
組
む
べ
き
課
題
を
整
理
・
検
討

し
、
教
育
活
動
の
更
な
る
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

東
京
理
科
大
学
と
は
、
国
際
デ

ザ
イ
ン
経
営
学
科
と
新
た
な
連
携

に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【 

学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
の
連

携
・
協
力
の
推
進
】

安
全
で
安
心
な
校
内
外
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
学
校
運
営
協
議
会
と
連
携
を

図
り
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会

が
一
体
と
な
り
「
地
域
と
と
も
に

あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

【
学
力
・
体
力
向
上
へ
の
取
組
】

学
力
向
上
の
取
組
と
し
て
、
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
実
施

と
町
独
自
の
標
準
学
力
テ
ス
ト
の

実
施
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
学
習

に
対
す
る
理
解
度
に
つ
い
て
の
把

握
に
努
め
ま
す
。
そ
の
上
で
、
授

業
内
容
の
工
夫
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

な
ど
、
学
力
向
上
に
繋
げ
る
た
め

の
授
業
改
善
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
児
童
生
徒
の
基
礎
学
力

の
向
上
の
た
め
、
家
庭
学
習
の
定

着
化
と
読
書
活
動
の
取
組
に
つ
い

て
、
保
護
者
へ
の
啓
発
も
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

体
力
向
上
の
取
組
で
は
、
全
国

体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等

調
査
を
実
施
し
て
、
児
童
生
徒
の

実
態
と
課
題
を
分
析
し
、
そ
の
分

析
を
基
に
学
校
に
お
け
る
体
育
・

健
康
に
関
す
る
指
導
方
法
を
工
夫

す
る
な
ど
、
改
善
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

【
特
別
支
援
教
育
へ
の
取
組
】

　

「
特
別
な
教
育
的
支
援
を
必
要

と
す
る
児
童
生
徒
」
に
は
、
学
校

内
の
教
職
員
同
士
が
協
力
し
、
児

童
生
徒
を
支
援
す
る
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
教
育
支
援
委
員
会
議
な

ど
を
通
じ
て
、
幼
稚
園
・
保
育

所
・
保
健
福
祉
課
と
の
情
報
連
携

を
図
り
、
就
学
前
か
ら
の
情
報
収

集
に
努
め
、
就
学
指
導
を
適
切
に

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【 

い
じ
め
防
止
・
不
登
校
等
児
童

生
徒
へ
の
取
組
】

い
じ
め
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

学
級
活
動
や
道
徳
の
中
で
、
児
童

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
「
い
じ
め
は

絶
対
に
許
さ
れ
な
い
行
為
」
と
い

う
強
い
意
識
を
持
た
せ
る
た
め
の

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
い
じ
め
の
把
握
を
す
る

た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

い
じ
め
の
早
期
発
見
に
繋
げ
、
問

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。不

登
校
等
児
童
生
徒
に
つ
い
て

は
、
学
校
適
応
指
導
専
門
員
の
配

置
と
北
海
道
教
育
委
員
会
事
業
を

活
用
し
た
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
配
置
を
行
う
な
ど
体
制
を

整
備
し
、
学
校
に
対
し
て
は
、
定

期
的
な
家
庭
訪
問
や
保
護
者
と
の

連
絡
を
取
り
合
う
な
ど
、
不
登
校

の
解
消
に
向
け
た
対
応
を
進
め
る

よ
う
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
学
校
施
設
の
維
持
・
管
理
】

児
童
生
徒
に
と
っ
て
安
心
で
安

全
な
学
校
施
設
の
維
持
・
管
理
の

た
め
、
随
時
、
安
全
性
の
点
検
・

確
認
を
実
施
し
、
適
切
な
修
繕
な

ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
高
等
学
校
支
援
】

長
万
部
高
等
学
校
の
生
徒
確
保

に
向
け
、
制
服
購
入
費
補
助
、
通

学
費
補
助
、
奨
学
金
制
度
を
実
施

し
、
通
学
困
難
な
生
徒
に
対
し
て

は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を
行

う
な
ど
の
支
援
を
引
き
続
き
行
い
、

魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

【
通
学
路
の
安
全
確
保
】

児
童
生
徒
の
通
学
路
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
長
万
部
町
青
少

年
健
全
育
成
推
進
協
議
会
に
は
、

「
合
同
点
検
」
の
実
施
を
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
と
い
た
し

令和５年度

教育行政執行方針
令和５年第１回長万部町議会定例会の開会にあたり、

長万部町教育委員会が所管する教育行政の執行方針につ
いて、近藤英隆教育長がその大綱を表明しました。

は
じ
め
に

学
校
教
育
に
つ
い
て
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ま
し
て
も
、
町
民
や
保
護
者
な
ど

か
ら
の
危
険
と
思
わ
れ
る
場
所
の

情
報
提
供
に
対
し
て
、
安
全
確
保

に
向
け
た
可
能
な
限
り
迅
速
に
か

つ
効
果
的
な
対
応
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
不
審
者
情
報
が
寄
せ

ら
れ
た
場
合
は
、
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
、
児
童
生
徒
や
保
護
者

に
対
し
て
注
意
喚
起
を
行
う
な
ど

の
速
や
か
な
対
応
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

【 

学
校
部
活
動
の
地
域
連
携
・
地

域
移
行
】

昨
年
度
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
及
び
文

化
庁
か
ら
「
学
校
部
活
動
及
び
新

た
な
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
在
り
方

等
に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

中
学
校
の
休
日
部
活
動
の
地
域

移
行
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
問
題

等
を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、
関
係

団
体
と
連
携
し
て
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

【
安
全
・
安
心
な
給
食
の
提
供
】

　

「
安
全･

安
心
で
お
い
し
い
給

食
」
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
献
立

内
容
の
工
夫
に
努
め
る
と
と
も
に
、

「
学
校
給
食
施
設
の
衛
生
管
理
基

準
」
に
基
づ
く
調
理
作
業
の
実
践

に
よ
り
、
衛
生
管
理
の
徹
底
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、
原
材

料
価
格
の
動
向
を
見
極
め
、
食
材

を
工
夫
し
な
が
ら
、
地
元
食
材
の

使
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
食
材

の
値
上
が
り
に
よ
り
給
食
費
負
担

金
が
保
護
者
の
負
担
増
と
な
ら
な

い
よ
う
、
食
材
購
入
費
を
補
填
し

て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
老
朽
化
し
た
施
設
及

び
機
械
設
備
の
更
新
や
補
修
な
ど

を
実
施
し
、
調
理
環
境
の
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
食
育
の
推
進
】

食
育
に
つ
い
て
は
、
地
元
食
材

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
食
べ
物
を

無
駄
に
し
な
い
意
識
の
醸
成
と
定

着
を
図
り
、
食
に
対
す
る
知
識
や

マ
ナ
ー
な
ど
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
指
導
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
食
育
の
実
現
に
は
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
が
不
可

欠
で
あ
る
た
め
、
給
食
だ
よ
り
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
、
保

護
者
な
ど
へ
の
広
報･

啓
発
活
動

を
継
続
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

【 

給
食
費
の
未
納
・
滞
納
解
消
へ

の
取
組
】

給
食
費
の
未
納
と
滞
納
が
発
生

し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
未
納

者
へ
の
通
知
や
訪
問
、
電
話
な
ど

に
よ
る
督
促
の
ほ
か
、
児
童
手
当

か
ら
の
特
別
徴
収
も
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
今
後
も
長
万
部
町
債
権

管
理
委
員
会
と
連
携
し
、
一
層
の

滞
納
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
生
涯
学
習
推
進
の
取
組
】

令
和
３
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
「
第
４
次
長
万
部
町
生
涯
学
習

推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
町
民
一

人
ひ
と
り
が
自
己
の
人
格
を
磨
き
、

豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
社
会
教
育
関
係
団
体
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
町
民
の

生
涯
学
習
を
推
進
し
て
社
会
教
育

活
動
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。地

域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
各
種
団
体
・
サ
ー
ク
ル
な
ど

へ
の
支
援
を
継
続
し
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
世
代
に
応
じ
た
学

習
活
動
と
体
験
活
動
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
が
連
携
し
た
青
少
年
の
健
全
育

成
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
文
化
・
図
書
館
活
動
の
取
組
】

町
民
の
心
豊
か
で
潤
い
の
あ
る

生
活
を
推
進
す
る
た
め
、
各
文
化

サ
ー
ク
ル
と
連
携
し
、
文
化
活
動

に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
文
化
ホ
ー
ル
を
活
用
し

た
舞
台
芸
術
鑑
賞
や
発
表
の
機
会

を
提
供
す
る
た
め
、
長
万
部
町
文

化
協
会
と
連
携
し
た
取
組
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

図
書
館
活
動
と
し
て
「
第
２
期

長
万
部
町
子
ど
も
の
読
書
活
動
推

進
計
画
」
に
基
づ
き
、
あ
や
め
号

の
運
行
や
読
み
聞
か
せ
会
の
実
施

等
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
等
を
通

じ
た
読
書
活
動
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
読
書
習
慣
の
定

着
を
図
る
た
め
、
親
し
み
や
す
い

図
書
館
を
目
指
し
た
事
業
を
実
施

し
、
図
書
館
活
動
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

【 

文
化
財
保
護
・
保
存
・
活
用
の

取
組
】

本
町
の
貴
重
な
文
化
財
で
あ
り

ま
す
、
国
指
定
史
跡
や
、
道
指
定

天
然
記
念
物
の
ほ
か
、
静
狩
湿
原

の
保
護
・
保
存
活
動
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
北
海
道
新
幹
線
建
設
工

事
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
調
査
に
つ

い
て
も
、
北
海
道
教
育
委
員
会
と

連
携
し
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
活
動
振
興
の
取
組
】

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
通
じ
て
、
町
民
が
健
康

で
生
き
が
い
を
持
っ
て
社
会
活
動

が
で
き
る
環
境
作
り
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

長
万
部
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
を
は

じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
学
校

及
び
地
域
団
体
と
連
携
し
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
定
着
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
と
し

て
、
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
軽
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
実
施
に
向
け
、
準
備
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・

サ
ー
ク
ル
な
ど
の
主
催
す
る
各
種

大
会
や
競
技
会
を
積
極
的
に
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

プ
ー
ル
の
よ
り
一
層
の
活
用
を

図
る
た
め
、
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
と
連
携

し
な
が
ら
、
各
種
事
業
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

【 

社
会
教
育
施
設
の
維
持
・
管

理
】

社
会
教
育
施
設
の
維
持
・
管
理

の
た
め
、
随
時
、
安
全
性
の
点

検
・
確
認
を
実
施
し
、
適
切
な
修

繕
・
更
新
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

以
上
、
教
育
行
政
執
行
方
針
の

概
要
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
し
た

が
、
今
後
も
各
種
教
育
施
策
の
検

証
と
改
善
を
図
り
な
が
ら
、
教
育

関
係
者
と
の
連
携
を
強
化
し
て
、

よ
り
信
頼
さ
れ
る
教
育
行
政
の
執

行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

社
会
教
育
に
つ
い
て



16

長万部町行政機構図 （令和５年４月１日現在）

係　　　名 主幹・係長・主査 係

主幹　金谷　英俊
係長　北山　豊成
主幹⎝兼阿保　法彦
係長　逢見　法人
主幹兼係長
　　　藤井　弘道
主幹兼係長
　　　廣田　　栄

佐藤　涼太

加藤　卓人

畠山　　隼

4月1日付けで町職員の人事異動を行いましたので、行政機構図とあわせて職員を紹介します。

係　　　名 主幹・係長・主査 係

係長　小川麻衣子 吉田　龍生

消 防 長　沼田　明宏

署　　長　伊藤　敏也

庶 務

予 防

警 防

救 急

主幹　　　
山下　健一

係長　土橋　慶太

係長　小松　　稔
主査　角田　勇次

係長　工藤　幹典

係長　小山内美宏

佐々木優太　佐藤　与織
髙橋　由嗣　　　

平澤　淳規　大野　直輝

渋川　侑史　相木　郁弥
平田　裕也　山本　　迅
三上　勇樹　髙橋　直樹
村上　大仁

·消　　　防 主　幹 係長・主査 係

主幹・係長・主査等 係

薬 局 長　内山　明美

技 師 長　田中　茂昭

看護師長　草刈　志穂

　　　　　伊藤　純香

事 務 長　本前　武広

事務次長　橋本　啓一

事業推進室長　加藤　典明

放 射 線 科
薬 局

臨床検査科

看 護 部

機能回復訓練室
中央材料室
栄養管理科
庶 務 係
医 事 係

係長　坂本　　譲
係長　片倉　大輔

副看護師長　

　　　古谷　雅嗣

係長　嵯峨　友和
係長⎝兼橋本　啓一

佐藤　朋子　青木　美香　佐藤　敏子
鈴木まこと　河副　真樹　大室　謡子
松井奈津子　兼松小百合　浅井　千春
小松　　愛　鈴木　歌織　本田あずさ
佐藤　聖馬

種市友樹子　谷口　晴菜

福嶋　瑞穂

·病　　　院
院　 長 伊 藤 　 淳 副 院 長 木　村　通　孝　　　雜　賀　裕　彦

係　　　名

副 町 長

町 長 木 幡 正 志

佐 藤 英 代 管 理

上 下 水 道

ガ ス 導 管

ガ ス 小 売

係長　伊藤　　篤 田島　謙充　()兼扇田拓弥

係長　平　　和則 岡田　　幸　()兼田島謙充

係長⎝兼工藤　貴司 加藤　綾香　川村　界斗　扇田　拓弥

防 災 交 通

総 務

財 政

総　務　課
課　　長　佐藤　　久
課長補佐　工藤　貴司

主幹　小山内敏洋
係長　濱田　偉大

佐々木脩人　澤田　拓哉
()兼中村絵美企 画まちづくり推進課

課　　長　中山　裕幸

係長　大澤　貴文 宇藤　貴章　中村　絵美　工藤　大智新 幹 線 ・
政 策 推 進

新幹線推進課
課　　長　岸上　尚生

係長⎝兼田中　　浩

主幹兼係長
　　　前田　和也

高﨑　十真　中山　優大　葛西　玲志
()兼中田篤樹（新採用）

中田　篤樹（新採用）

税 務

債 権 回 収

税　務　課
課　　長　田中　　浩
参　　事　佐藤　　修

主幹⎝兼佐藤　　敦
係長　新保　明宣
主幹　田中　友彦
係長　西川　淳一

長田恵理子　神　　有咲
金谷　駿汰（新採用）

虻川　竜二　加我　　匠

戸籍医療年金

生 活 環 境

町　民　課
課　　長　佐藤　　剛
課長補佐　佐藤　　敦

主幹兼係長
　　⎝兼田中　俊和 ()兼眞壁直也　()兼川島　徹農 　 地

農業委員会
事務局長⎝併　小川　　洋
事務局次長⎝併　濱谷　陽一

水道ガス課
課　　長　中里　博也
技 師 長　阿保　法彦

出 納
出納室

室　　長　岡野喜美雄
⎝兼会計管理者

主幹兼係長
　　　佐々木　学 吉井　雄貴

·議会事務局
議 事事務局長　増田　理恵

主幹⎝兼田野　憲哉
係長　岡島　貴幸

係長　高林　洋嗣

主幹兼係長
　　　鈴木　貴之

係長　篠田　朋子

種市　慎士

梨木　陽介　畑中　佑太

田中　秀和　池田雄二郎
()兼深川光彦
木内まり子　千葉美智子　三原　範子
坂田このみ　湯浅佳那子　石井　友香
南　　里沙

福 祉

介 護 支 援

健 康 推 進

包 括 支 援

保 育

保健福祉課

課　　長　岡部　　忠

子ども子育て支援室長　田野　憲哉

健康推進室長⎝兼　岡部　　忠

保育所長　米代　　剛

武田　典子　深川　光彦　佐藤　夏澄
佐藤　瑠美　()兼池田雄二郎

主幹　篠田　幸伸
係長　横手　宏匡

主幹兼係長
　　　田中　俊和 眞壁　直也　川島　　徹

水 産 林 務

農 務
産業振興課

課　　長　小川　　洋
農業政策室長　濱谷　陽一

係長　長田　朋裕 佐藤　大典商 工 観 光

係長　小川　博樹
主査⎝兼平　　和則 安澤　駿輝管 理

建　設　課
課　　長　上野　　訓

建 築 公 園

土 木

道 路 維 持

係長⎝兼上野　　訓 赤井　啓乃（新採用）　鈴木　浩太

係長　山下　淳一 白内　一昌　塩谷　省吾（新採用）

係長　外﨑　和彦 堀　有希宏

学校給食センター
センター長　逢見　祐二

学校教育課
課　　長　對馬　政宏

学 校 教 育 主幹兼係長
　　　小林　隆弘

係長　小野　昌文

深川　　望　小瀬　将史

川岸　謙司　鈴木　雅裕　兼平　綾乃
亀田　純孝（新採用）

（道職員　犬塚　香雅里）

·教育委員会
教 育 長 近 藤 英 隆

社 会 教 育社会教育課
課　　長　神野　隆之
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長万部町行政機構図 （令和５年４月１日現在）

係　　　名 主幹・係長・主査 係

主幹　金谷　英俊
係長　北山　豊成
主幹⎝兼阿保　法彦
係長　逢見　法人
主幹兼係長
　　　藤井　弘道
主幹兼係長
　　　廣田　　栄

佐藤　涼太

加藤　卓人

畠山　　隼

4月1日付けで町職員の人事異動を行いましたので、行政機構図とあわせて職員を紹介します。

係　　　名 主幹・係長・主査 係

係長　小川麻衣子 吉田　龍生

消 防 長　沼田　明宏

署　　長　伊藤　敏也

庶 務

予 防

警 防

救 急

主幹　　　
山下　健一

係長　土橋　慶太

係長　小松　　稔
主査　角田　勇次

係長　工藤　幹典

係長　小山内美宏

佐々木優太　佐藤　与織
髙橋　由嗣　　　

平澤　淳規　大野　直輝

渋川　侑史　相木　郁弥
平田　裕也　山本　　迅
三上　勇樹　髙橋　直樹
村上　大仁

·消　　　防 主　幹 係長・主査 係

主幹・係長・主査等 係

薬 局 長　内山　明美

技 師 長　田中　茂昭

看護師長　草刈　志穂

　　　　　伊藤　純香

事 務 長　本前　武広

事務次長　橋本　啓一

事業推進室長　加藤　典明

放 射 線 科
薬 局

臨床検査科

看 護 部

機能回復訓練室
中央材料室
栄養管理科
庶 務 係
医 事 係
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　　　古谷　雅嗣
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佐藤　聖馬
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·病　　　院
院　 長 伊 藤 　 淳 副 院 長 木　村　通　孝　　　雜　賀　裕　彦

係　　　名

副 町 長

町 長 木 幡 正 志

佐 藤 英 代 管 理

上 下 水 道

ガ ス 導 管

ガ ス 小 売

係長　伊藤　　篤 田島　謙充　()兼扇田拓弥

係長　平　　和則 岡田　　幸　()兼田島謙充

係長⎝兼工藤　貴司 加藤　綾香　川村　界斗　扇田　拓弥

防 災 交 通

総 務

財 政

総　務　課
課　　長　佐藤　　久
課長補佐　工藤　貴司

主幹　小山内敏洋
係長　濱田　偉大

佐々木脩人　澤田　拓哉
()兼中村絵美企 画まちづくり推進課

課　　長　中山　裕幸

係長　大澤　貴文 宇藤　貴章　中村　絵美　工藤　大智新 幹 線 ・
政 策 推 進

新幹線推進課
課　　長　岸上　尚生

係長⎝兼田中　　浩

主幹兼係長
　　　前田　和也

高﨑　十真　中山　優大　葛西　玲志
()兼中田篤樹（新採用）

中田　篤樹（新採用）

税 務

債 権 回 収

税　務　課
課　　長　田中　　浩
参　　事　佐藤　　修

主幹⎝兼佐藤　　敦
係長　新保　明宣
主幹　田中　友彦
係長　西川　淳一

長田恵理子　神　　有咲
金谷　駿汰（新採用）

虻川　竜二　加我　　匠

戸籍医療年金

生 活 環 境

町　民　課
課　　長　佐藤　　剛
課長補佐　佐藤　　敦

主幹兼係長
　　⎝兼田中　俊和 ()兼眞壁直也　()兼川島　徹農 　 地

農業委員会
事務局長⎝併　小川　　洋
事務局次長⎝併　濱谷　陽一

水道ガス課
課　　長　中里　博也
技 師 長　阿保　法彦

出 納
出納室

室　　長　岡野喜美雄
⎝兼会計管理者

主幹兼係長
　　　佐々木　学 吉井　雄貴

·議会事務局
議 事事務局長　増田　理恵

主幹⎝兼田野　憲哉
係長　岡島　貴幸

係長　高林　洋嗣

主幹兼係長
　　　鈴木　貴之

係長　篠田　朋子

種市　慎士

梨木　陽介　畑中　佑太

田中　秀和　池田雄二郎
()兼深川光彦
木内まり子　千葉美智子　三原　範子
坂田このみ　湯浅佳那子　石井　友香
南　　里沙

福 祉

介 護 支 援

健 康 推 進

包 括 支 援

保 育

保健福祉課

課　　長　岡部　　忠

子ども子育て支援室長　田野　憲哉

健康推進室長⎝兼　岡部　　忠

保育所長　米代　　剛

武田　典子　深川　光彦　佐藤　夏澄
佐藤　瑠美　()兼池田雄二郎

主幹　篠田　幸伸
係長　横手　宏匡

主幹兼係長
　　　田中　俊和 眞壁　直也　川島　　徹

水 産 林 務

農 務
産業振興課

課　　長　小川　　洋
農業政策室長　濱谷　陽一

係長　長田　朋裕 佐藤　大典商 工 観 光

係長　小川　博樹
主査⎝兼平　　和則 安澤　駿輝管 理

建　設　課
課　　長　上野　　訓

建 築 公 園

土 木

道 路 維 持

係長⎝兼上野　　訓 赤井　啓乃（新採用）　鈴木　浩太

係長　山下　淳一 白内　一昌　塩谷　省吾（新採用）

係長　外﨑　和彦 堀　有希宏

学校給食センター
センター長　逢見　祐二

学校教育課
課　　長　對馬　政宏

学 校 教 育 主幹兼係長
　　　小林　隆弘

係長　小野　昌文

深川　　望　小瀬　将史

川岸　謙司　鈴木　雅裕　兼平　綾乃
亀田　純孝（新採用）

（道職員　犬塚　香雅里）

·教育委員会
教 育 長 近 藤 英 隆

社 会 教 育社会教育課
課　　長　神野　隆之
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ふれあい健康センターでは1年をとおして下記の事業を実施しています。

詳細については、随時広報でお知らせします。

◆健診等に来所される際のお願い◆
★感染症予防のため、以下の点にご協力お願いします。
〇来所の際は必ずマスクを着用する。
〇当日は発熱、体調の変化がないことを確認し来所する。
〇会場の混雑緩和のため、必ず受付時間に来所する。

ふれあい健康センターの事業をご利用くださいふれあい健康センターの事業をご利用ください

事　　　業　　　名 対　　象　　者 実　施　日　程 会　場

母
　
と
　
子

乳 児 健 康 診 査
乳 幼 児 健 康 相 談

生後４ヵ月・７ヵ月
10ヵ月・１歳の乳幼児
※対象者には個別通知

毎月第４金曜日

ふれあい健康センター１歳６ヵ月児・３歳児・５歳児
健 康 診 査

１歳６ヵ月・３歳・５歳の幼児
※対象者には個別通知

５月・７月・９月・11月・
１月・３月の第３金曜日

歯 科 相 談
フ ッ 化 物 塗 布

歯が上下４本ずつ生えて
から入学前

※２歳児のみ個別通知
５月・８月・11月・２月の

第４木曜日

す く す く 教 室・
の び の び 広 場 妊婦、乳幼児とその保護者 偶数月の第３水曜日 子育て支援センター

ふれあい健康センター
エ キ ノ コ ッ ク ス 検 診 小学校３年生以上 ７月27日㈭ 長 万 部 町 立 病 院

成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

子 宮 が ん 検 診 20歳以上の女性

７月頃～通年 八 雲 総 合 病 院
５月頃～通年 伊 達 赤 十 字 病 院

５月20日㈯、10月13日㈮
11月10日㈮

札幌がん検診センター
（ バ ス ツ ア ー 検 診 ）

９月11日㈪ ふれあい健康センター

乳 が ん 検 診 40歳以上の女性

７月頃～通年 八 雲 総 合 病 院
５月頃～通年 伊 達 赤 十 字 病 院

５月20日㈯、10月13日㈮
11月10日㈮

札幌がん検診センター
（ バ ス ツ ア ー 検 診 ）

９月11日㈪ ふれあい健康センター

骨 粗 鬆 症 検 診 40歳以上の女性
通年 長 万 部 町 立 病 院

５月20日㈯、10月13日㈮
11月10日㈮

札幌がん検診センター
（ バ ス ツ ア ー 検 診 ）

特 定 健 診
国民健康保険加入の40歳

以上の方
※対象者には個別通知

通　年

長 万 部 町 立 病 院
黒松内町国保くろまつない
ブ ナ の 森 診 療 所
洞爺ファミリークリニック

８月19日㈯、10月19日㈭
２月８日㈭ ふれあい健康センター

後 期 高 齢 者 健 康 診 査
後期高齢者保険に
加入している方

※対象者には個別通知

８月19日㈯、10月19日㈭
２月８日㈭ ふれあい健康センター健 康 診 査 生活保護を受けている　　　　　　

40歳以上の方
肝 炎 検 査 40歳以上
胃 が ん 検 診 40歳以上
肺 が ん 検 診 40歳以上
前 立 腺 が ん 検 診 50歳以上の男性

大 腸 が ん 検 診 40歳以上

６月12日㈪～16日㈮

ふれあい健康センター
８月19日㈯、10月19日㈭

２月８日㈭
９月11日㈪～９月15日㈮
３月11日㈪～３月15日㈮

頭 の 検 診 40歳以上 ７月13日㈭～７月15日㈯ ふれあい健康センター
健
康
教
室

げ ん き 倶 楽 部 全町民 毎週水曜日 ふれあい健康センター
げ ん き 出 前 教 室 全町民 通　年 要 望 先
健 康 料 理 教 室 おおむね65歳以上の方とその家族 通　年 要 望 先

保 健 相 談・ 栄 養 相 談 全町民 役場窓口・電話で随時
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保健福祉課健康推進室
健康推進係（保健師）

☎２－２４５４

記載事項のお申し込み・お問い合わせは記載事項のお申し込み・お問い合わせは

　子育ての楽しさや心配ごとなどをお母さん同士で情報交換
しませんか？のびのび広場と合同の実施です。
　妊婦さんも先輩お母さんの話を聞いたり、赤ちゃんとふれ
あう機会としてぜひ遊びにいらしてくださいね。
申し込みの必要はありませんので、当日直接会場へお越しく
ださい。　
☆日　時　　４月１９日（水）午前１０時～１１時３０分
☆会　場　　子育て支援センター（さかえ保育所）
☆対　象　　生後３ヶ月以降のお子さんと保護者。妊婦さんも歓迎！
☆テーマ　　どうする？イヤイヤ期～生活リズムをつける工夫～

　昭和37年４月２日～昭和54年４月１日生まれの男性の方を
対象に、風しんの抗体検査、予防接種の助成を行っています。
　期限が令和７年３月31日まで延長されました。
　他市町村から転入された方などで長万部町のクーポン券を
お持ちでない方はご連絡ください。

すくすく教室・のびのび広場に集まれ～！すくすく教室・のびのび広場に集まれ～！

成人男性の風しん対策[令和６年度まで延長]のお知らせ成人男性の風しん対策[令和６年度まで延長]のお知らせ

※令和５年度接種対象者の方には、個別に接種勧奨通知を送付しています。

令和５年度　対象の方へ

成人用23価肺炎球菌ワクチン（ニューモバックス）を１回接種

長万部町立病院

１．�令和５年度中に、65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、
95歳、100歳になる方

　※�経過措置の令和元年度から令和５年度までの間は年度ご
とに対象となる方は変わります。

下記の表は令和５年度の対象者です。

２．60歳以上65歳未満であって、心臓、腎臓もしくは呼吸器
の機能の障害またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の
障がいを有する方

　日常的に生じる成人の肺炎のうち２～３割は肺炎球菌が原
因と考えられています。そのため令和元年度から令和５年度
まで65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳又は100歳
となる日の属する年度の初日から当該年度の末日までの方を
対象に助成を行っています。
　�※注意：過去に１回でも肺炎球菌（ニューモバックス）の
接種を受けた方は助成の対象外となります。

対象年齢

接種方法

接種医療機関

対象年齢 生　年　月　日
65歳 昭和33年４月２日生～昭和34年４月１日生
70歳 昭和28年４月２日生～昭和29年４月１日生
75歳 昭和23年４月２日生～昭和24年４月１日生
80歳 昭和18年４月２日生～昭和19年４月１日生
85歳 昭和13年４月２日生～昭和14年４月１日生
90歳 昭和８年４月２日生～昭和９年４月１日生
95歳 昭和３年４月２日生～昭和４年４月１日生
100歳 大正12年４月２日生～大正13年４月１日生

成人の肺炎球菌予防接種のお知らせ成人の肺炎球菌予防接種のお知らせ

歯みがき教室を実施しました！歯みがき教室を実施しました！
２月にいずみ保育園、さかえ保育所、マリア幼稚園で歯みがき

教室を実施しました。むし歯おばけムッシバンの物語と、上手な
歯みがきのポイントについてお話ししました。
綺麗に歯を磨くポイントは３つあり、①歯を全部磨くこと②むし

歯になりやすいところを覚えること③仕上げ磨きをすること、です。
今年も実際にブラッシングを行うことはできませんでしたが、

みんなで歯みがきの真似を行い、正しい歯みがきの仕方について
確認しました。子どもだけでは完璧に歯を磨くことは難しいので、
仕上げ磨きも忘れずに行いましょう！
町では、就学前のお子さんを対象にフッ化物塗布を行っていま

す。フッ化物塗布は、乳幼児のむし歯を半減させたという報告も
あり、特に子どもへのむし歯予防効果が高いとされています。
詳しくは右ページの歯科相談、フッ化物塗布の欄をご覧ください。

今年も各がん検診が無料で受けられるクーポン券を発行します！

◆対象者：町民の方で下記の生年月日の方

※対象年齢の方には案内文書を 7月頃に送付予定です。
※無料クーポン券を利用できる医療機関は決められています。
※�伊達赤十字病院、対がん協会（札幌がん検診センター）では５月から、函
館方面、八雲総合病院は７月頃から無料クーポン券利用可能予定です。

���無料クーポン券到着前に利用したい方はお手数ですが、ご連絡下さい。

◆ がん検診無料クーポン券のお知らせ ◆◆ がん検診無料クーポン券のお知らせ ◆

令和5年度　対象の方へ

年齢 生　年　月　日 対象となるがん検診
20歳 平成14年４月２日～平成15年４月１日

子
宮
が
ん
検
診
（
女
性
）

25歳 平成９年４月２日～平成10年４月１日
30歳 平成４年４月２日～平成５年４月１日
35歳 昭和62年４月２日～昭和63年４月１日
40歳 昭和57年４月２日～昭和58年４月１日

乳
が
ん
検
診

（
女
性
）

胃
・
肺
・
大
腸
が
ん
検
診

（
男
女
）

45歳 昭和52年４月２日～昭和53年４月１日
50歳 昭和47年４月２日～昭和48年４月１日 前

立
腺
が
ん
検
診

（
男
性
）

55歳 昭和42年４月２日～昭和43年４月１日
60歳 昭和37年４月２日～昭和38年４月１日

町民専用の電話健康相談です。ご利用ください。

24 時間　年中無休　通話料・相談料無料

☎０１２０－５
こ こ は
５８－０

お しゃまんべ
４８

長万部健康ダイヤル24長万部健康ダイヤル24長万部健康ダイヤル24長万部健康ダイヤル24

医師・看護師・栄養士・ヘルパーなど専門職がお答えします。

歯みがきのポイント３つ、
覚えたかな？

ムッシバンが
悪さをしている！

歯ブラシも
きれいに洗おう！



20

ʻஉỉ ẐͤμᏋ঺ẑ ೅ᛖ

٨⸥タ੐㗄߅ߩ໧޿วߪߖࠊ
ߢ߹⺖��ᢎ⢒ᆔຬળ␠ળᢎ⢒ޓ

　　　　　　　　　　  ☎㧜㧗㧜㧡㧞㧢

ʻஉỉ ẐͤμᏋ঺ẑ ೅ᛖ

あいさつをしたら　みんなの

きもちが　うれしいきもち

●長万部小学校　日塔　蓮太さん

お問い合わせ先：officeごえん代表携帯 090－ 6267－1025（中野美貴）

３月に無事令和４年度の放課後みっけクラブが終わりました。最後の日は『ありがとう縁日』を行いました。ミニフ
ランクやポップコーン、飴玉でつくる綿あめ、輪投げやスーパーボールすくいなどそれぞれ楽しんでいました。先にマ
ナーについてお話ししていたのもあり、お互いに気持ちよく過ごせるように考えながら行動する様子もありました。放
課後みっけクラブを通して子ども達の成長を感じられたことがとても嬉しかったです。また、様々な方の協力があって
１年間やってこれました。ありがとうございました。今後ともよろしくお願いします。（officeごえん　中野美貴）

対象：小学校１年生～６年生
集合・解散場所：学習文化センター（プログラム内容によって変更することがあります）
活動日時：水曜日（通常）学校終了時～ 17：00
　　　　　特別教室→休日や長期休業中に１日または半日でプログラムをやることもあります。
内容（前年度まで）
通常→ものづくり（リースやしめ縄など）、体育館遊び、外遊び、スライムづくり、凧あげなど
特別教室→山菜採り、そば打ち体験、AED操作体験など
登録児童へは月ごとにスケジュールを配布します。プログラムを見て、参加したい日に来てください。
登録用紙とチラシは４月中に学校で配布します。
行ってみようかなと思ったらまずは登録をお願いします。

ジュニアスタッフ：中学１年生～中学３年生
高校生ボランティアスタッフ：高校１年生～３年生
活動日時と集合場所：みっけクラブ募集の内容と同じ
内容：プログラムの準備や後片付け、一緒に遊んだり宿題をみたりなど
登録用紙はチラシと一緒に４月中に各学校に配布します。

様々な体験活動を通してボランティア精神を培うことを目的
に、本年度も新たに団員を募集します。
申込書は、小中学校を通じて配布いたしますので、希望者は

必要事項を記載のうえご提出ください。
過去の活動　募金活動・美化活動・イベントの手伝い等
興味のある方はぜひ教育委員会社会教育課までお電話くださ

い！
●提出場所　教育委員会社会教育課(役場内)
　　　　　　または学習文化センター

スポ－ツ少年団　団員募集！
　下記のスポ－ツ少年団で団員を随時募集中
です。
■スポ－ツ少年団種目
○柔　　道　小学１年生～中学３年生まで
○剣　　道　小学１年生～中学３年生まで
○陸　　上　小学１年生～中学３年生まで
○野　　球　小学１年生～小学６年生まで
○サッカー　小学１年生～小学６年生まで

ボランティア
団員募集中団員募集中！！
少年団少年団

放課後みっけクラブ『みっけっ子』募集

放課後みっけクラブジュニアスタッフ＆高校生ボランティアスタッフ募集

～放課後みっけクラブ～放課後みっけクラブかわら版～かわら版～



21

ブックスタートをブックスタートを
実施しています！実施しています！

こどもの読書週間こどもの読書週間
イベントのお知らせイベントのお知らせ

社会教育施設管理人の募集社会教育施設管理人の募集
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あいさつは

笑顔になれる　おまじない

●長万部中学校　兼松　結衣さん

いきいきライフ講座いきいきライフ講座
初級英会話講座受講者募集中初級英会話講座受講者募集中

ブックスタートとは、赤ちゃんと保護者に読み聞
かせと絵本をプレゼントし、心ふれあうひとときを
もつきっかけをつくる
活動です。
長万部町に生まれた

すべての赤ちゃんを対
象に乳幼児検診で実施
しています。

赤ちゃんはまだ言葉を理
解できませんが、絵や言葉
のリズムなど楽しむことが
でき、親子の絆も一層深ま
ります。
ぜひ絵本をひらいて、親

子で楽しい時間をお過ごし
ください！

●日　　程　前期　５月９日から６月６日まで
　　　　　　　　　毎週火曜日
　　　　　　後期　秋頃毎週火曜日予定
●回　　数　前期５回後期５回
●募集人数　10名程度
●受 講 料　一人1,000円
●募集締切　４月25日（火）
●講　　師　ブラウン先生（東京理科大学）
●申込・問い合わせは教育委員会社会教育課まで
申込用紙は教育委員会、福祉センターにあります。

　４月23日～５月12日の「こどもの読書週間」にあ
わせて、子ども向けのイベントを開催します！
　イベントの詳細は、決まり次第広報やホームペー
ジなどでお知らせしますので、お楽しみに！

※�感染症対策は徹底して行い
ます。本に興味がない方で
も楽しめる内容です。

�教育委員会では、会計年度任用職員として社会教
育施設の管理人を募集しています。
�応募される方は、関係書類を申込期限までに提出
してください。
◎採用人員　１名
◎勤務場所　社会教育施設
◎勤務内容　施設管理等
◎受験資格　普通自動車免許を有する方
◎勤務時間　8:30～21:00のうち7時間35分　週休2日（交代制）
◎提出書類　①履歴書又は身上書（市販用紙可、要写真貼付）
　　　　　　②免許資格の写し
◎応募期限　4月19日（水）郵送の場合は必着
◎選考方法　面接及び書類選考により決定
【お問い合わせ・書類提出先】
　教育委員会社会教育課（☎01377-2-2748）



22

お問い合わせ先 新幹線推進課　☎０１３７７－２－２４５０

北海道新幹線情報北海道新幹線情報２０23年度

令和４年度　第2回　駅前周辺整備・北海道新幹線町民説明会を開催しました！！令和４年度　第2回　駅前周辺整備・北海道新幹線町民説明会を開催しました！！

左から　山本妃奈乃（２年）、長谷川楓（２年）、木幡町長、
　　　　佐藤玲花（２年）、寅尾若葉（２年）、濵田哲也校長

　２月２４日、長万部町学習文化センターにおいて駅前周辺整備・北海道新幹線に関する住民説明会を開催
し、約８０名の方々に出席していただきました。
　説明会では、長万部高校生 4名による新幹線高架下（滞留空間）の利用の提案などがありました。町は、
今回受けた提案を参考にし、新幹線駅舎の検討を進めていきます。

＜令和５年度長万部町アイヌ文化専門研修会の参加者を公募します＞＜令和５年度長万部町アイヌ文化専門研修会の参加者を公募します＞

町ではアイヌ文化学習に意欲のある町民に対し、下記のとおり研修会の参加者を募集します。北海道
新幹線沿線エリアでアイヌ文化を学び、理解を深めてみませんか。

【内　　　容】　�道南地域のアイヌ民族と文化的、歴史的に深い繋がりがあると共に、当町の成り立ちに
もゆかりのある青森地域を訪問視察します。青森地域に伝わる貴重なアイヌ民族衣装を
中心に、伝統工芸品等を見学し、現地講師の解説を聞いて学習します。

【申込み方法】　�新幹線推進課窓口（役場２階）にて、申込用の書類一式を配布します。内容を確認し、
申込用紙・承諾書に記載の上、新幹線推進課窓口に提出するか、郵送でお送りください。

⑴　公募期間　４月１８日（火）　※郵送の場合は消印有効
⑵　対　　象　◦�18歳以上でありアイヌ文化学習に意欲のある長万部町内の方

または町内アイヌ団体に所属している方であること
　　　　　　　◦�特段の理由のない限り、事前説明会を含む研修会のすべてのプ

ログラムに参加できること
⑶　実 施 日　［事前説明会］５月中…開催日時は決定者に文書で通知します
　　　　　　　［研　修　会］６月７日（水）（予定）　町役場発着、日帰り
⑷　そ�の�他
◦�参加者には、新幹線往復運賃（新函館北斗～新青森間）、施設入館料の実費を徴収します（70歳以上
の方は運賃のみ）。

◦�定員に満たない場合は中止します。また応募者多数の場合は抽選となります。決定については、担当
係よりご連絡いたします。この他、詳細については新幹線推進課窓口でご確認いただくか、お問い合
わせください。
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長万部

地域おこし協力隊活動報告会を開催しました！地域おこし協力隊活動報告会を開催しました！

令和５年３月１１日（土）、「あつまんべ」にて地域おこし協力隊の活動報告会を開催し、３０名あまり
の方にご参加いただきました。この場をお借りして、地域おこし協力隊活動報告会へお越しいただいた
方々、普段より応援してくださる方々に心より感謝を申し上げます。　
各隊員の現在取り組んでいることや今後の目標などの報告ができ、直接活動を紹介する有意義な時間と

なりました。また、参加者からは活動についてのご質問やご意見をいただいたので、今後につなげていき
たいです。

新型コロナウイルス感染症の影響により対面での報告会やイベント等を開催できず、町民の方々と直接
お話する機会がなかなかありませんでしたが、今回の報告会の開催により、素敵な方々に巡り会うことが
できたので開催して良かったと思います。人との出会いは本当に貴重なものです。この出会いは、隊員に
とって目に見えない大きな原動力となります！

（髙橋麗子隊員） （山谷公一隊員） （亀田純孝隊員）

かめちゃん3年間ありがとうございました！！かめちゃん3年間ありがとうございました！！
令和5年3月をもちまして、かめちゃんこと亀田純孝隊員が3年の任期を終え、

長万部町地域おこし協力隊を卒業しました。
亀田隊員は、4月より図書館司書職員として、長万部町学習文化センターで引

き続き、勤務します。
これからも持ち前のやさしい人柄と誰からも愛されるキャラでいてください

ね！�今後とも「かめちゃん」をよろしくお願いします！（山谷、髙橋より）
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№２９９ コリドール交流ネットワーク近隣６地域の情報コーナー

【はしっこ同盟】【はしっこ同盟】
長万部町・豊浦町・黒松内町　情報コーナー長万部町・豊浦町・黒松内町　情報コーナー

№№4747

豊 浦 町豊 浦 町 黒 松 内 町黒 松 内 町

　国道37号と道道97号が合流する場所に
あり、ドライブ途中の買い物やひと休み
にちょうど良い場所にある道の駅です。
　館内には町内で収穫された野菜や水産
物などが並び、テイクアウトコーナーで
は、「とようらいちごソフトクリーム」
などを販売しておりますので、ぜひお越
しください。
◦住　　所　　豊浦町字旭町65−８
◦営業時間　　午前９時から午後５時

【お問い合わせ先】
　道の駅とようら　☎0142−83−1010

～ 道の駅　とようら ～

　歌才オートキャンプ場Ｌ‘ＰＩＣは４月28日（金）にオープンします。それに先がけて、
４月１日より一般予約を開始します。
　芝生と白樺が美しい2.2haの広いフィールドには、バンガロー３棟、オートサイト27区間、
フリーサイト９張がゆったりと配置されています。隣と干渉しない広い設計となってお
り、全サイトに水道･流し台･直火（焚き火）スペースが完備されています。
　御家族、御友人をお誘い合わせのうえ、御利用お待ちしております。　
2023シーズン営業期間　　令和５年４月28日（金）～10月15日（日）
休 館 日　　　　　　　　無休
利用時間　　　　　　　　チェックイン13：00～　チェックアウト翌日11：00
入 場 料　　　　　　　　大人900円　小中学生450円
サイト使用料　　　　　　フリーテントサイト（１張）１泊 550円　　
　　　　　　　　　　　　カーサイト（10Ａ電源付）　１泊 2,500円　　
　　　　　　　　　　　　カーサイト（30Ａ電源付）　１泊 3,500円　　
　　　　　　　　　　　　バンガロー　　　　　　　１泊 5,500円　　
■お問い合わせ先　歌才オートキャンプ場Ｌ'ＰＩＣ　☎0136−72−4546

～ 歌才オートキャンプ場L'PIC（ル・ピック）予約開始のお知らせ ～

せたな町北檜山区

● 北檜山パークゴルフ場 ●
４月15日(土)オープン予定！

お得なシーズン券は４月５日（水）から販売開始します
　全道屈指の広さを誇る北檜山グリーンパーク・パークゴルフ場が、
４月15日（土）オープン予定。
※雪解け状況により延期する場合があります。
　100mを超えるロングホールも多数整備され、その中には日本一と
言われるロングホールも。
●使用料／1ラウンド（高校生以上310円、中学生以下・70歳以上110円）　
　　　　　シーズン券（高校生以上18,860円、中学生以下・70歳以上9,430円）
※シーズン券は、まちづくり推進課窓口（☎0137-84-5111）で販売
●場所／せたな町北檜山区豊岡
●お問い合わせ先／北檜山グリーンパーク（☎0137-86-0530）

せたな町瀬棚区

● せたな青少年旅行村 ●
４月10日（月）予約受付開始！

　せたな青少年旅行村が５月１日（月）オープン。
　バンガローや持込テントサイトのほか、ケビンには、キッチン、ガ
スコンロ、水洗トイレ、冷蔵庫、テレビ、暖房器具などの設備があ
り、バリアフリー棟もご用意しています。
●場所／せたな町瀬棚区西大里
●お問い合わせ先／青少年旅行村管理棟（☎0137-87-3819）

せたな町大成区

● 秘湯『湯とぴあ臼別』●
４月下旬オープン予定！

　深い山々に囲まれた臼別渓谷にある秘湯は地元湯治客や観光客
に大人気。
　春夏の緑はもちろん秋の紅葉の美しさも楽しめる「湯の里」とし
て評判です。
●清掃日／毎週月曜日、金曜日の午前中
●場所／せたな町大成区平浜（国道沿いに看板あり）
●入浴料／清掃協力金として100円頂いています。
●お問い合わせ先／大成支所庶務係（☎01398-4-5511）

今　金　町

● クアプラザピリカ温泉情報 ●
森に面した露天風呂は眺めをさえぎるものがなく、自然豊かな景

色を満喫でき、鳥や虫の声、木々の香りといった山の息吹を感じつ
つ長風呂を楽しむことができます。
　なお館内施設メンテナンスの為、４月３日（月）～４月９日（日）
の７日間「臨時休業」となります。
　毎月26日は「風呂の日」で、日帰り入浴が半額になりお得です。

【料金】大人550円　小人200円
【時間】12：00～22：00（最終受付21：00）
　また、４/29からはキャンプ場がオープンします。（※残雪状況によ
り変動あり）詳細は下記までお問合せください。

【お問い合わせ先】 クアプラザピリカ（☎0137-83-7111）

八雲町八雲地域

● 町民農園利用者募集します ●
　自然とのふれあいと農業に対する理解の促進、都市と農村の交流
を目的として、「八雲町町民農園」を開設します。
　町外の方でも利用できます。

【区画数】※使用区画の割付は抽選となります。
 ・個人（45㎡）　82区画　・団体（120㎡）　２区画

【使用料（１区画当たり）】
 ・個人　2,000円　・団体　6,000円
※農園で出来た野菜等は販売をしてはいけません。
※ジャガイモは作付けできる品種が限られています。
　詳しくは下記まで問い合わせください。

【お問い合わせ先】八雲町農林課農業振興係（☎0137-62-2203）

八雲町熊石地域

● 熊石青少年旅行村　４月29日（土祝）オープン予定 ●
　平田内川沿いに広がるキャンプ場「熊石青少年旅行村」。
　広大な芝生におおわれ、ほどよく点在する樹木が爽やかな木陰を
つくり出します。
　ツリーハウス・キノコログは子どもに大人気。
　バーベキューコーナーのほか、近くには森林浴を楽しめるわんぱくの
森や川遊びのできるちゃぷちゃぷ公園もあり、大自然を満喫できます。

【入村料（１人１日）】小・中学生　220円　高校生以上　450円
【お問い合わせ先】旅行村管理棟（☎01398-２-3716）



25

��

長万部町全域に光回線が整備されております！

■事業に関するお問い合わせ先　まちづくり推進課　☎２－２４５０

長万部町では、国の地方創生臨時交付金を活用し、ＮＴＴ東日本を事業者として、町内全世帯で
高速なインターネットが利用できるよう光回線を整備しました。

整備の目的
■「新たな日常」（テレワーク・オンライン授業・福祉・医療分野での遠隔サービス等）への対応を進めるた

めの情報通信基盤の整備
■各家庭のインターネット環境の高速化
■家庭用Wi-Fi整備による情報通信網の整備
■スマート農業など各産業における情報通信技術活用の実現

■光ファイバーを利用したインターネット回線のことで、従来の電話回線よりも「通信速度が速い」「ノイズ
が少なく安定」「大容量通信」などの特徴があります。

■高速・大容量通信が可能となります。
■家庭用Wi-Fi（無線化）整備・設置により、スマートフォンやテレビをインターネットに接続して、通信料

を気にせず、多様なサービスを受けることが出来ます。（インターネット接続とは別に有料サービスの場合
もあります）

■固定電話よりも利用料金が安い「ひかり電話」を利用できます。
  上記のほか、さまざまな情報通信技術の基盤となり可能性が広がります！

■�「整備の目的」を達成するためには、各家庭や事業所の光回線引込契約・Wi-Fi設置
（無線化）が必要不可欠ですので、ぜひこの機会に光回線利用をご検討ください！

Ｑ．自分の家も整備の対象になっていますか？
Ａ．�この事業は光ファイバーが利用できない地域で、かつＮＴＴ東日本の固定電話を契約されている世帯はすべて対象

となっております。
Ｑ．光回線を利用するにはどのような手続きが必要ですか？
Ａ．ご自身で電気通信事業者への申し込みが必要です。
Ｑ．光回線の利用料金はどのくらいかかるの？
Ａ．�初期工事費用（20千円程度）と毎月の利用料＋プロバイダ料（月額６千～７千円程度）がかかります。そのほか無

線化のためのWi-Fi機器が必要です。
���　�なお、ＮＴＴ東日本のほか、○○光など光コラボレーションサービスもご利用できます。費用については割引サー

ビス等がある場合もあり、詳しくは各電気通信事業者にお問い合わせください。

光回線とは…

光回線が整備されると…

〜光回線利用のお願い〜

【よくある質問】
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ゴ ミ の 分 別 に つ い てゴ ミ の 分 別 に つ い て
　家庭のゴミは、燃やすゴミ（プラスチック製品を含む）・燃やす粗大ゴミ・燃やさないゴミ・資源ゴミ

（６種類）のゴミに分別し、指定された収集当日の（朝８時）までに 決められた場所に出してください。
　また、キツネや猫、カラスなどに荒らされないようにポリ容器やネットなどで保護をしてください。

　※家庭内大型ゴミ（業務用は除く）の収集は、５月と１０月に申込により各戸ごとに有料収集します。
　　申込期間は,５月と１０月の町広報に記載されます。

【お問い合わせ先】　町民課　生活環境係　　電話�２－２４５３

ペットボトルのラベルとキャップは外しましょう！
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犬の登録及び狂犬病予防注射巡回は
           年１回で７月を予定しています。

●狂犬病予防注射は、年１回の接種ですので、巡回会場や動物病院で接種してください。
●陣屋町にあるNOSAI北海道（☎2－2693）でも、接種できます。（事前に連絡をしてください）
●動物病院で接種後は役場町民課に領収書と注射済票代５５０円を持参の上、交付手続を必ず行ってください。

【お問い合わせ先】町民課生活環境係（☎２－２４５３）

　物置の整理や引っ越しでゴミが大量に出たが「清掃
センター等へ運搬するトラックがない」…そんな時に
は一般廃棄物処理業（収集運搬）の許可業者にご相談
ください。
　なお、日常のゴミの収集とは取り扱いが異なります
ので、各社で定めた収集運搬料金が別途かかります。

【お問い合わせ先】
　町民課生活環境係（☎２－２４５３）

《令和5年3月1日現在／変更になる場合があります》

■�動物を飼うときには、永く共に生活できるかを
しっかり判断しましょう

　�　動物を飼い始めるときには、責任をもって共に
生活できるか慎重に判断しなければなりません。

　�　他人に迷惑をかけることのないように、しつけ
や訓練を施すことが大切です。無責任な飼育は、
人にも動物にも不幸な結果をもたらすことになる
ので絶対にやめましょう。

　�　やむを得ず飼うことができなくなった場合は、
責任をもって新しい飼い主を見つけましょう。

■動物の将来についても十分考えましょう
　�　野良犬や野良猫は、飼い主が捨てた結果であり、
不必要な繁殖により生まれたともいえます。繁殖
を希望しない飼い主は、避妊・去勢などが大切で
す。その場合は獣医師にご相談ください。

■気持ちよく生活するためにマナーを守りましょう
　�　飼い主は散歩中の糞は必ず持ち帰り、犬小屋の
周囲も清潔にして、放すことのないように飼育し
ましょう。また、ムダ吠えなど犬へのストレスを
減らすためにも、散歩やしつけをしましょう。

【お問い合わせ先】
　町民課生活環境係
　（☎２－２４５３）

動物を飼っているみなさんへ動物を飼っているみなさんへ突発的に大量ゴミが出たときには突発的に大量ゴミが出たときには
収集運搬許可業者へ依頼を！収集運搬許可業者へ依頼を！

許可業者・団体名 住所 電話番号
㈲青木清掃 字富野 ２－３０８６
㈲赤塚商会（産廃も可） 元　 町 ２－２６０３
㈲かもめ商興（産廃も可） 字静狩 ６－２３１４
㈲技建 字平里 ２－３８３９
㈲光銭商店 大　 町 ２－２３２６
齋藤商店 字国縫 ５－２３１３
㈱帝都建設　長万部支店 字国縫 ５－２２１１
㈱堀川清掃（産廃、し尿くみ取りも可） 字富野 ２－２４６６
本田塗装店 陣屋町 ２－４０４７
㈲松岡清掃 高砂町 ２－２７１６
㈱森興業（産廃も可） 温泉町 ２－３３７８
㈲山瀬清掃 字富野 ２－３２０１
㈱山本組（産廃も可） 元　 町 ２－２１６０
㈲緑土産業（産廃も可） 南栄町 ２－２１８８
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〔空き家の状況〕
　現在の空き状況は下表のとおりです。
　※記載のない団地、住戸については空き待ちの公募となります。

団地名 空き家戸数 単身入居 団地名 空き家戸数 単身入居
国 縫 団 地 ５ ○ 神 社 下 団 地 １ ✕

静 狩 団 地 ２ ○ はまなすシルバーハウジング １ ✕

双 葉 団 地 １ ○ はまなす第２団地 １ ✕

中 部 団 地 ３ ✕

〔一般町営住宅〕
応募資格　①�申込者と同居しようとする方の合計所得から控除額を引き、12か月で除した額が15万８千円以下の世帯。ただ

し、障がいのある方や60歳以上の方、就学前の子どもがいる方は、21万４千円以下です。
　　　　　②現に住宅に困窮している方。
　　　　　③単身者の応募は、２ＤＫか１ＬＤＫの住宅となります。
　　　　　④暴力団員でない方。
　　　　　⑤市町村税を滞納していない方
　　　　　⑥現在および過去とも、町営住宅使用料（家賃）を滞納していない方
年間所得の基準（給与収入の場合）
　　　　　①単 身 者→�2,968,000円未満（所得：1,894,800円）
　　　　　②２人世帯→�3,512,000円未満（所得：2,275,600円）　　　左記はあくまでも目安です。
　　　　　③３人世帯→�3,996,000円未満（所得：2,653,600円）　　　（※裁量階層世帯は左記基準額とは異なります。）
　　　　　④４人世帯→�4,472,000円未満（所得：3,034,400円）

※障がいのある方がいる世帯、60歳以上の方のみの世帯及び就学前の子どもがいる世帯
申込方法　�入居申込書に、入居希望者全員の住民票（本籍記載のもの）と前年の所得証明書（または源泉徴収票）および市

町村税に滞納がない証明書（または納税証明書）を添えて提出してください。

〔はまなすシルバーハウジング（高齢者向世話付住宅）〕
応募資格　一般町営住宅の応募資格に加え、日常生活が自分ででき、自炊等が可能な方で、次の要件を満たす世帯。
　　　　　①年齢60歳以上の単身世帯
　　　　　②年齢60歳以上の夫婦世帯（いずれかが60歳以上であれば可）
　　　　　③年齢60歳以上のみからなる世帯
　　　　　④�障がい者のみからなる世帯および障がい者と60歳以上からなる世帯（障がい者は、年齢制限がありません。た

だし、60歳以上が優先となります。）
　　　　　※�家賃のほかに生活援助員配置費用として、入居者の収入に応じて費用がかかります。
申込方法　一般町営住宅と同様の書類に加え、「住宅困窮状況申立書」と「世帯の状況・自活状況申立書」が必要です。

〔特定公共賃貸住宅〕
応募資格　�所得月額が15万８千円以上48万７千円以下の世帯（町営住宅の収入基準を超える世帯が該当します）
　　　　　�基準に達していない所得の方で、今後所得の上昇が見込まれ、将来基準を超えると判断される場合は、申し込む

ことができます。
　　　　　また、暴力団員および市町村税に滞納がある方は入居することができません。
申込方法　一般町営住宅と同じ。

〔選考方法〕
一般町営住宅・はまなすシルバーハウジング
　住宅に困窮する実情を調査し、基準に照らし困窮度合いの高い方より入居を決定します。
特定公共賃貸住宅
　申込件数が２件以上ある場合は、抽選により待機順番を決定し、５年度中に空きが出た時に入居決定することになります。

〔応募期限〕
　４月２１日（金）まで
　入居申込用紙等は、建設課建築公園係（２階）に用意してます。

〔そ の 他〕
　家賃は所得により計算され決定し、入居時には敷金として家賃の２か月分を納めなければなりません。また、連帯保証人
（入居決定者と同程度以上の収入を有する方）１名が必要となります。

【お申し込み・お問い合わせ先】　建設課建築公園係（☎２－2456）

町営住宅・特公賃住宅の入居希望者募集町営住宅・特公賃住宅の入居希望者募集 　令和５年度分の町営住宅入居希望者を次
により募集します。（令和５年度中有効）
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在宅で80歳以上の方、身体に障がいのある方および療育手帳「Ａ」を受けている方に対し、通院や 
社会参加のために利用するタクシー料金の助成を実施しています。

■該当される方
　４月１日から翌年３月３１日までの１年間で、次の①から⑦
に該当する方です。
　また、助成券の使用できる区域は、長万部町内のみの区間と
なっています。
①在宅で８０歳以上の方　　　　⑤心臓機能障がい１級の方
②下肢障がい１・２・３級の方　⑥呼吸器機能障がい１級の方
③体幹障がい１・２級の方　　　⑦療育手帳「Ａ」の方
④視覚障がい１・２級の方

春は空気が乾燥し、風が強く吹くなど小さな火元から火災になることが多い季節です。
特に、子どもの火遊び・煙草の投げ捨て・野焼きの拡大による火災が多いことから、私たちの不注意や油断

などにより発生する火災が多いと言えます。
火災を出さない環境づくりと「火の用心」の心を忘れず、掛け替えのない命や大切な財産を火災から守りま

しょう。また、火災予防期間中に消防職員と消防団員が、住宅防火点検のため伺うことがありますので、ご協
力ください。
《住宅用火災警報器について》
ご自宅に設置されている住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿命や電池切れなどで火災を感知しなく

なることがあるため、注意が必要です。寿命とされている10年を目安に、本体ごと新しいものに交換しましょう。

■助成券申請方法
　交付対象者には、必要書類を送付します
ので、４月５日（水）から保健福祉課窓口
で申請手続きをしてください。
※�長万部町に在住して１年未満の方、施設
入所の方、長期入院の方は対象となりま
せん。

【お問い合わせ先】
 保健福祉課福祉係（☎２－２４５４）

　各公園の利用期間は、次のとおりです。みなさん
の多数のご利用をお願いいたします。なお、雪解け
や公園整備の状況により、利用期間を変更する場合
があります。

◆長万部公園（キャンプ場・バンガロー）
　●利用期間　４月21日（金）～10月末
　●料　　金　
　・キャンプ場　　１泊　大人600円・小人300円
　・バンガロー　　一棟１泊　6,000円（5～7人用）
　　※�バンガローの予約は、４月３日（月）から受け

付けております。

◆ふれあい公園（球場）
　●利用期間　４月中旬～11月上旬

◆あやめ公園（パークゴルフ場）
　●利用期間　４月14日（金）～11月上旬
　●利用時間　�午前８時30分～日没（受付は午後５時まで）
　※時期・天候により閉鎖および変更する場合があります。
　●料金

　※シーズン券購入申込は、４月５日（水）から受け付けております。
◆静狩緑地広場
　今年度より休止
【お申し込み・お問い合わせ先】
　建設課建築公園係（☎２－２４５６））

各公園のご利用期間のお知らせ各公園のご利用期間のお知らせ

使用の区分 町　内 町　外

１日券
大　人 ３００円 ６００円
小　人 ２００円 ４００円

シーズン券
大　人 １２，０００円
小　人 ５，０００円

回数券（６回分）
大　人 １，５００円 ３，０００円
小　人 １，０００円 ２，０００円

タ ク シ ー 料 金 の 助 成 券 を 交 付

『お出かけは｠
　マスク戸締り｠火の用心』

春の全道火災予防運動

４月20日～４月30日
【お問い合わせ先】
  長万部町消防本部　予防係（☎２－２０４９）
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◎募集内容　水道ガスメータ検針員　若干名
◎業務内容　詳しい内容は面接時に説明します。
◎応募資格　普通自動車運転免許を有している方
◎選考方法　面接により決定
◎募集期限　随　時
※詳細等は左記までお気軽にお問い合わせください。山越郡長万部町字長万部３０１番地１

長万部町地域公共交通計画(案)に関するパブリックコメント(意見募集)を実施します長万部町地域公共交通計画(案)に関するパブリックコメント(意見募集)を実施します

交 通 安 全 コ ー ナ ー

新入学（園）期の安全旬間新入学（園）期の安全旬間

雪も溶け、ポカポカ陽気で気もゆるみがちとなりますが、こんな時こそ一人ひとりが交通安全に対
する意識を強く持つことが大切です。交通ルールとマナーをしっかり守り、社会の一員として責任あ
る行動を実践し、交通事故から命を守りましょう。

新学期が始まり真新しいランドセルを背負った子どもや、
通園カバンを肩にかけた子どもの姿が目につきます。
子どもの事故で圧倒的に多いのは ｢飛び出し｣ です。子ど

もを見かけたらアクセルをゆるめ、特に慎重な運転を心がけ
ましょう！！

４月６日（木）～４月１４日（金）

の～んびりいこうやの～んびりいこうや

毎月１５日は「道民交通安全日」です

子どもは大人の行動を見ています、大人が良いお手本となりましょう！！

長万部町では、人口減少や高齢化が進行する中で、バス路線の減便や町予算の拡大、北海道新幹線長万部駅
開業を見据えた２次交通のあり方検討など、町全体における公共交通の見直しが課題となっています。
これらの背景を踏まえ、交通事業者間の調整を行い、持続可能な公共交通ネットワークを一体的に形成する

指針となる「長万部町地域公共交通計画」を策定します。
この間、関係者で構成する法定協議会を設置して議論を重ね、計画（案）を作成いたしましたので、町民の

みなさまに周知するとともに、多様な意見の反映に努めるためパブリックコメント（意見募集）を実施します。
◆意見を提出できる方
　長万部町に在住、通勤、通学されている方
◆意 見 募 集 期 間
　令和５年４月７日（金）から令和５年４月23日（日）まで（郵送の場合は必着）
◆意 見 の 提 出 方 法
　ご意見提出用紙にお名前など必要事項を記入のうえ、下記提出先へ直接ご持参いただくか、郵送・ファッ
クス・メールなどにより提出してください。
　なお、ご意見を正確に把握するため、電話によるご意見は受付いたしません。
※�計画（案）及びご意見提出用紙は、町ホームページ（https://www.town.oshamambe.lg.jp)よりダウ
ンロードまたは、まちづくり推進課窓口に用意してあります。

◆提出・お問い合わせ先　
　〒049-3592　山越郡長万部町字長万部453番地1
　長万部町役場　まちづくり推進課（℡2-2450　FAX2-4884）メール：m.s-k@town.oshamambe.lg.jp
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令和５年度　長万部町空家等除却支援事業補助金
危険な空家等を解体するための費用を補助します危険な空家等を解体するための費用を補助します

１．補助対象空家等
　（１）�町内に存するもので、個人所有の住宅であること
　（２）�概ね１年以上居住がない又はその他の使用実績がないこと
　（３）�他の公的な制度による補助対象又は公共事業等の移転補償対象になっていないもの
　（４）�不良住宅であること（不良度判定表で100点以上）
　（５）��居住の用に供する一戸建て専用住宅及び長屋又は共同住宅（併用住宅の場合は１／２以上が居住用

途であること）

２．補助対象者（申請者）
　（１）�補助対象空家等の所有者等で法人を除く（相続人及び代理人を含む）
　（２）�所有者等が属する世帯全員の町税の滞納がない方
　（３）�所有者等が属する世帯全員が暴力団員もしくは暴力団関係者でない方

３．補助事業内容
　（１）�解体工事を行う資格を持っている町内業者が空家等を除却すること
　（２）�自ら建て替え目的の除却でないこと
　（３）�申請年度の１２月末日までに事業が完了するもの

４．補助対象経費
　（１）�空家等の除却に要する費用
　（２）�立木（樹木）や家財道具等の処分に要する経費は、補助対象外

５．補助金の額
　（１）�補助金限度額：６０万円
　（２）�補助率：解体に要する費用の２分の１
　（３）�国で定める単価で計算した工事費の２分の１
　※（１）～（３）のいずれか低い額（千円未満切捨て）

　長万部町では、町民のみなさまが安心して生活することができる環境を確保するため、倒壊や屋根・外壁等
の部材が飛散するおそれのある空家の解体工事にかかる費用の一部を補助します。

■事前に空家の判定を受ける調査申込みが必要です。また、補助要件
の確認及び添付書類のご案内のため、事前の相談をお願いします。

【ご相談・お問い合わせ先】町民課生活環境係（☎２－２４５３）
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■作業内容　松前漬　焼売　製造ほか
■勤務時間　８：００～１７：００（休憩あり）※お子様のいる方要相談
■賃　　金　＠920円～
◆連絡先◆　☎０１３７７－２－３６２４　担当　木幡

᦭㒢ળ␠࠲ࡑࡗ�⩵↰᳓↥

３月７日分

事　業　名　称 契　約　業　者 契約金額
（税込・円）

予定価格
（税込・円）

落札率
（％）

参　加
業者数

工　　期
（納　期）

Ｒ ５ 号 井 対 策 工 事 アーストラストエンジニアリング　株式会社 134,750,000 152,768,000 88.21 2 R6.3.13
ガス圧力測定地点移設工事（配管設備） 株 式 会 社　 佐 々 木 配 管 5,610,000 5,742,000 97.70 2 R6.1.31
ガス圧力測定地点移設工事（機械設備） 北海道富士電機株式会社 11,550,000 13,497,000 85.57 2 R6.1.31

長万部町消防職員募集長万部町消防職員募集

【お問い合わせ・書類提出先】
　〒049-3521　長万部町字長万部450番地21　長万部町消防本部（☎01377-2-2049）

◎職種及び採用人員　　救急救命士　１名

◎採用予定月日　　　　令和５年７月１日

◎受験資格　
　①平成８年４月２日以降に生まれた方
　②救急救命士免許を取得、又は登録済みの方
　③普通自動車運転免許を有している方
　④�赤色、青色及び黄色の色彩の識別ができ、聴力が左

右とも正常であること
　⑤�消防吏員として職務遂行に必要な体格、体力を有し

ていること
　⑥長万部町消防本部から概ね３㎞以内に居住可能な方
　⑦日本国籍を有している方
　⑧�地方公務員法第 16条（欠格事項）の各号のいずれ

かに該当しない方

◎受験申込方法（提出書類）
　①�長万部町消防職員採用試験申込書兼履歴書（自筆に

て記入し写真を貼付）
　②健康診断書（消防本部指定用紙使用）
　③自動車運転免許証の写し
　④卒業証明書（最終学歴のもの）
　⑤成績証明書（最終学歴のもの）
　⑥救急救命士免許状の写し、又は登録済証明証の写し
※�上記の書類を封筒に入れ、封筒の表に「職員採用試験
申込書在中」と朱書きし、簡易書留で下記の宛先へ郵
送又は持参してください。なお、申込書兼履歴書等に
ついては、返却いたしません。

◎試験申込書について　　
　�　申込書は消防本部来庁者カウンターに用意していま
す。長万部町ホームページから様式をダウンロードす
ることも可能です。申込書を郵送で請求する場合は、
封筒表面に「受験申込書請求」と朱書きし、請求者の
住所・氏名を記載し 140 円切手を添付した返信用封
筒（A4版以上）を同封のうえ、長万部町消防本部ま
で請求してください。

◎申込期限
　令和 5年 4月 20日（木）17時 00分まで
　（郵送の場合は、令和５年４月 20日必着とします。）

◎試験方法
　書類選考・小論文・面接試験・体力測定

◎試験日
　書類選考　令和 5年 4月下旬予定
　小論文・面接試験・体力測定
　　　　　　令和 5年 5月中旬予定

長万部町消防本部では、次により消防職員を募集します。
応募される方は、関係書類を提出してください。
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　あなたのお店や会社をご紹介します！広報紙は長万部町
内の全世帯に配布されますので、宣伝効果が期待できま
す。掲載をご希望される方は、お気軽にご相談ください！
　町ホームページのバナー広告も随時募集しております。
◉掲載料　４.５㎝×　８.８㎝　１回　２,５００円
　　　　　４.５㎝×１７.８㎝　１回　５,０００円
【お問い合わせ先】まちづくり推進課企画係（☎２－２４５０）

広報「おしゃまんべ」に広報「おしゃまんべ」に
  広告を掲載しませんか？  広告を掲載しませんか？

北海道新聞長万部販売所

＠取扱紙

＠北海道新聞
＠日 経 新 聞
＠毎 日 新 聞
＠ス ポ ニ チ

本町128番地
TEL 2－2436

道新おざきDOSHIN

営業　平日10時から17時

配達員募集中！

入 浴 料 金 助 成 事 業 の お 知 ら せ入 浴 料 金 助 成 事 業 の お 知 ら せ
【申請受付開始日】　令和５年４月５日（水）から
【対　　象　　者】　�町内に居住し、住民基本台帳に記載されている方で、

令和６年３月３１日現在に満６０歳以上の方。
【利　用　期　限】　令和６年３月３１日（日）まで
【入浴料金助成券】　年度内１冊（２４回分）限りの交付です。
　　　　　　　　　※紛失等しても再交付はいたしません。
【利　用　方　法】　①�長万部町役場の窓口で、申請書に記入のうえ助成

券をお受け取りください。印鑑は必要ありません。
　　　　　　　　　　※代理人による申請も可能です。
　　　　　　　　　②下記の対象施設に助成券をお持ち頂くと、２００円で入浴になれます。
【対　象　施　設】　長万部温泉ホテル・温泉旅館もりかわ・大成館・温泉ホテルあづま・
　　　　　　　　　ホテル四国屋・丸金旅館・昇月旅館

【お問い合わせ・申請先】保健福祉課福祉係（☎２－２４５４）

北海道日本ハムファイターズ長万部後援会 会員募集！北海道日本ハムファイターズ長万部後援会 会員募集！

北海道日本ハムファイターズ応援ツアー参加者募集北海道日本ハムファイターズ応援ツアー参加者募集
長万部後援会では、７月９日（日）に北海道日本ハムファイターズ応援バスツアー（千葉ロッテマリーン

ズ戦）を予定しています。
一緒に応援したいという参加者を募集しています。（後援会に入っていなくてもOKです）
参加を希望される方は、４月３０日（日）までに事務局 長野則夫（☎2–2715）までご連絡ください。（先

着40名までです。参加費は後で連絡いたします）

　「北海道日本ハムファイターズ長万部後援会（会長：小野雄二）」では、新規加入会員を募集しています。
　昨年は、パリーグ最下位の成績で、悲しいシーズンでしたが、今年は、新庄監督も狙うのは優勝しかない
と公言しています。そんな新庄ファイターズに期待し、リーグ制覇並びに日本一制覇へ「北海道日本ハムファ
イターズ」を一緒に応援しましょう。
　会費は、後援会年会費1,000円、ファンクラブ入会費4,500円（年会費3,900円＋会員カード発行費
600円）の合計5,500円です。（次年度からは、4,900円になります。既にファンクラブに加入している方は、
後援会費の1,000円のみです）
　入会希望の方は、事務局 長野則夫（☎2-2715）までご連絡ください。入会申込書をお届けいたします。
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カラスの営巣によるカラスの営巣による
電気事故防止にご協力願います電気事故防止にご協力願います

教育委員会学校教育課　☎２－２７４８お問い合わせ先

春先から初夏にかけて、カラスの巣作りが盛
んになり、市街地では電柱にも巣が作られます。
巣の材料に針金やハンガーなどの金属が使われ
ることもあり、この金属が電線に触れると、停
電を引き起こす可能性があります。
ほくでんネットワークでは巡視などを行い、

電柱の上に巣を発見したときは、これを取り除
いていますが、地域の皆さまの目撃情報により
巣を取り除き停電を防ぐことができた事例が数
多くございます。
電柱の上でカラスの巣を発見された場合は、

お手数ですがご連絡をお願いいたします。

【連絡先】
　北海道電力ネットワーク（株）
　八雲ネットワークセンター

　（☎0120-06-0913）

奨学金をご利用ください！奨学金をご利用ください！

マイナンバーカードをつくろう！マイナンバーカードをつくろう！
マイナンバーカードとは、顔写真付きのカードで、マイナンバーの他、氏名・住所・生年月日・性別が

記載されています。交付手数料は無料！！対面でも、オンラインでも使える公的な本人確認書類です。

　“スマホをお持ちでない方”�“写真がない方”�は役場に来て頂くだけで、写真撮影から申請まですべてこちらでサポートし
ます！もちろん、“スマホは持っているけど申請の仕方がわからない”�などの場合もサポートします！�“ご自宅でスマホか
ら申請したいけど、ＱＲコード付き交付申請書（申請ＩＤが記載されているもの）がない方”�は、町民課までお電話くださ
れば、ご自宅に申請書を送付しますので、気軽にお電話ください。（窓口申請の方で郵送をご希望される場合は、申請時に
本人確認書類、通知カードをお持ちください。本人限定受取郵便で発送します。）

～次の日程で夜間窓口、休日窓口を開設します～
　　　　　　　　　　◎夜間窓口　（17:15～19:00）　４月11日（火）、25日（火）
　　　　　　　　　　◎休日窓口　（ 8:30～12:00）　４月２日（日）、15日（土）
※ ４月16日及び４月29日～５月７日まで、公的個人認証のシステムの更改作業に伴い、マイナンバーカードの発行・失効・

更新等全ての業務が終日停止となります。

様々な手続きでマイナンバーの
提示を求められた時も

本人確認書類として利用本人確認書類として利用
・写真付き本人確認書類が

必要な時にも！
・運転免許証やパスポート

と同様に！

☆マイナンバーの提示と、
本人であることの確認を
１枚で済ませられる！

☆金融機関での口座開設
などにも使える！

☆マイナンバーカードはセキュリティも万全！
POINT　 ①なりすましはできません　②プライバシー性の高い個人情報は入っていません　③電子証明書を使うため、オン

ラインでの利用にはマイナンバーは使われません　④マイナンバーを見られても悪用は困難です

役場町民課では、申請のサポートをしています

マイナンバーカードについてのお問い合わせ先　町民課戸籍医療年金係　（☎２－２４５３）
マイナポイントについてのお問い合わせ先　　　まちづくり推進課　　　（☎２－２４５０）

マイナポイントの申込みはお済みですか？
2023年2月末までに、マイナンバーカードの交付申請をした方、既にカードをお持ちの方はマイナポイントの付与対象

です！申込みし、2023年5月末までにチャージ又はお買い物をすることで、最高20,000円分のポイントを受け取ることが
できます。（※ポイントの申込みも役場でサポートしています！手続きに時間がかかるため、お待ちいただくことがあります。）

　令和５年度長万部町奨学金申請の受け付けを次により行います。
◎奨学金の種類
　・給付奨学金・・・授業料の年額相当額の２分の１を給付
　・貸付奨学金・・・授業料の年額相当額の２分の１以内を貸付
◎対象者
　・長万部高等学校を卒業した方
　・�国公立大学および東京理科大学

に入学または在学中の方
◎受付期間
　４月２０日（木）～５月１０日（水）

◎給付決定
　奨学金運営委員会で審議し、その
答申に基づいて町長が決定します。
【お問い合わせ先】
　教育委員会学校教育課
　（☎２－２７４８）

　長万部町では、４月より妊娠から出産・子育てまでをフルサポートする
母子手帳アプリ「子育てアプリアイリス」を利用することができるように
なりました。
　妊産婦と子どもの健康データの記録・管理や予防接種のスケジュール管
理、出産・育児に関するアドバイスの提供など、子育てに役立つ機能が沢
山あり、忙しい母親、父親を助けてくれる大変便利なアプリです。
　アプリの利用料金は無料です。（データ通信にかかる費用は利用者様負
担となります）
　是非、紙の母子手帳と合わせてご利用下さい。
　ダウンロード方法など、詳しくは町のホームページをご覧下さい。
【お問い合わせ先】
　保健福祉課健康推進室健康推進係（☎01377－2－2454）

子育てアプリアイリスについて子育てアプリアイリスについて
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外来受付時間変更のお知らせ外来受付時間変更のお知らせ

町立病院では発熱者外来を開設しています。
一般外来の患者様と発熱されている方を時間的に区切ることで不特定多数への感染を防ぐことができると考えてい

ます。
発熱・かぜ症状・下痢等の感染症で発熱者外来を受診される方は事前に電話予約をお願いします。
通常とは違う別室での診察となります。

◆発熱者外来電話予約受付日時
平日の午前９時から午後０時３０分・午後１時３０分から午後２時まで

◆発熱者外来診療時間
平日の午後２時３０分から午後３時３０分まで

発熱者外来のお知らせ

発熱者外来のため、内科と外科の午後の受付時間が変更となっていますのでご注意願います。
内科・外科の午後の受付時間　午後１時３０分から午後２時３０分まで

町立病院からのお知らせ
◆４月の外来診療についてお知らせします◆

内
　
　
　
　
　
　
科

３日（月） ４日（火） ５日（水） ６日（木） ７日（金）
午 前 雜 賀 医 師 木 村 医 師 伊 藤 医 師 出 張 医 伊 藤 医 師
午 後 伊 藤 医 師 雜 賀 医 師 木 村 医 師 伊 藤 医 師 雜 賀 医 師

１０日（月） １１日（火） １２日（水） １３日（木） １４日（金）
午 前 雜 賀 医 師 木 村 医 師 伊 藤 医 師 出 張 医 伊 藤 医 師
午 後 伊 藤 医 師 雜 賀 医 師 木 村 医 師 雜 賀 医 師 木 村 医 師

１７日（月） １８日（火） １９日（水） ２０日（木） ２１日（金）
午 前 雜 賀 医 師 木 村 医 師 伊 藤 医 師 出 張 医 伊 藤 医 師
午 後 伊 藤 医 師 雜 賀 医 師 木 村 医 師 伊 藤 医 師 雜 賀 医 師

２４日（月） ２５日（火） ２６日（水） ２７日（木） ２８日（金）
午 前 雜 賀 医 師 木 村 医 師 伊 藤 医 師 出 張 医 伊 藤 医 師
午 後 伊 藤 医 師 雜 賀 医 師 木 村 医 師 雜 賀 医 師 木 村 医 師

５月１日（月） ２日（火） ３日（水） ４日（木） ５日（金）
午 前 雜 賀 医 師 木 村 医 師 休 　 診 休 　 診 休 　 診午 後 伊 藤 医 師 雜 賀 医 師

小
児
科

月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日
午 前 休 診 出張医（北大） 休 診 休 診 出張医（北大）午 後

★午前・午後の担当医師をよくご確認のうえ受診願います。　★健康診断は完全予約制となります。希望する方は電話予約をお願いします。
★木曜日の午前は出張医の診療となります。
※午後の受付時間は２時30分までとなりますのでご注意願います。

外
科

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
午 前 出 張 医 出 張 医 出 張 医 出 張 医 出 張 医
午 後 休 　 診 休 　 診 休 　 診 休 　 診 休 　 診

★午後の診療は休診となります。
★４月27日（木）は休診となります。　　　　　　　　　　　★５月３日から５日まで休診となります。

★小児科については診療開始時間が９時30分頃からとなります。　※当面の間、小児科は予約制となりますので事前に電話予約をお願いします。
★４月28日（金）は健診等のため、午後の診療は２時過ぎからとなります。

★４月の外来診療日は10日と24日になります。　　　　　　★診療は函館中央病院が担当します。　
★５月の外来診療日は15日と22日になります。　　　　　　★診療は予約制で20名までとなります。

★４月の外来診療日は19日になります。　　　　　　　　　★診療は吉田眼科（函館市）が担当します。
★５月の外来診療はありません。　　　　　　　　　　　　★診療は予約制で60名までとなります。
※都合により医師の変更または休診となる場合があります。 【ご予約・お問い合わせ先】長万部町立病院　☎2－5611

【外科受付時間】午前８時30分～11時30分

【小児科受付時間】　午前９時～10時30分　午後１時30分～３時30分

診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師の負担が増加します。
地域の救急医療体制を維持するためにも、可能な限り通常の診療時間内に受診いただくなど、適正受診にご協力をお願いいたします。

【整形外科】毎月第２・第４月曜日診療（祝日等の場合は休診または変更となります。）【診療時間】午後１時30分～午後３時30分

【眼　　科】偶数月の第３水曜日診療（祝日等の場合は休診または変更となります。）【診療時間】午前10時～午後１時

【内科受付時間】午前８時30分～11時30分　午後１時30分～２時30分
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・消費者ホットライン（局番なし）　１８８（函館消費者センターまたは国民生活センターへ繋がります）
・北海道立消費生活センター　相談専用電話　０５０－７５０５－０９９９（平日９：００～１６：３０）
・長万部町産業振興課　☎２－２４５５

【連絡先】　◎困ったときは、まず、相談を！

タクシー乗務員・スクールバス乗務員

不用品買い取りのはずが
貴金属を買い取られた！

●買い取り事業者が、事前に買い取りを
承諾していない物品を突然売るように
要求したり、消費者の自宅を突然訪問
して勧誘したりすることは禁止されて
います。売るつもりのない貴金属等の
売却を迫られても、物品を見せず、きっ
ぱり断りましょう。

●必ず契約書を受け取り、すぐに物品の
種類、買い取り価格、買い取り業者の
名称、連絡先などを確認しましょう。

●買い取り業者の訪問を受ける場合は、
できるだけ一人で対応せず、信頼でき
る人に同席してもらいましょう。

●クーリング・オフできる場合がありま
す。困ったときは、すぐにお住まいの
自治体の消費生活センター等にご相談
ください（消費者ホットライン 188）。

「どんなものでもいいから女性用衣類を売ってほしい」と女性か
ら電話があり、来訪を承諾した。後日来訪があり、着物類を見せ
たが「アクセサリーや金貨はないか」と男性にせかされ、慌てて
叔母の形見や亡夫からもらった指
輪などの貴金属を出した。すると
合計1200円の明細書とお金を渡
され、物品を持ち帰られた。貴金
属を出してしまったことを後悔し
ている。取り戻したい。
（70歳代女性）

八雲警察署です

Ｇ７広島サミット等に伴う警察活動への道民の理解と協力の確保
Ｇ７広島サミット等の成功に向けて

G7札幌気候・エネルギー・環境大臣会合開催G7札幌気候・エネルギー・環境大臣会合開催
北海道警察からのお知らせ

テロ対策に万全を期すため、会場周辺や公共交通機関等に対する警戒警備を強化します。

北海道警察
不審な人や車、物などを発見したときは、警察への通報をお願いします。
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所在地：長万部町社会福祉協議会
電　話：６－７７１１
時　間：８：３０～１７：１５（土日祝、年末年始を除く）

 令和5年度    まる元運動教室【一般介護予防事業】のご案内

所在地：長万部町役場内
電話：2－2016　FAX：2－2931
相談時間 8：30～17：15（土日祝、年末年始を除く）

[申込・お問い合わせ先]　長万部町役場�保健福祉課包括支援係�(☎２－２０１６)

なかなか終息しないコロナ禍の中でも
感染予防対策をしながら活動を行うこと
ができた一年でした。あやめの鑑賞会か
ら始まり、駅前花壇活動、清掃活動、野
菜販売、高校生との地域活動、座談会…
と私のパソコンには皆さんとの活動内容
や写真がたくさん保存されています。あ
やめ鑑賞では写真撮影のため一瞬マスク
を外しましたが、この様な写真が毎回撮
れる日が一日も早く来ることを願います。
これからはコロナ禍で外出する機会が減っ

てしまった高齢者が集まりやすい場所作りを
目指して活動していきたいと思います。４
月からもどうぞよろしくお願いいたします。

令和４年度の振り返り令和４年度の振り返り
～このような１年でした～～このような１年でした～

　町民の運動機能の維持・向上を図るため、町では「まる元運動教室」を下記の３会場にて実施しておりま
す。健康運動指導士が参加者の心身の状況に合わせて、無理なく楽しんでいただける運動内容を考えて実施
しています。筋力トレーニングの他、脳の活性化を促す体操や参加者全員が楽しめるレクリエーション等を
積極的に取り入れています。笑いの絶えない明るい雰囲気の中、運動を続けて頭も心も身体も元気になりま
せんか？

〈実施曜日〉　　　毎週 金曜日　　新年度は 4 月 7 日より開始しています
〈実施場所・時間〉
〇静狩振興会館（静狩地区）　　　１０時００分～１１時００分
〇国縫振興会館（国縫地区）　　　１３時００分～１４時００分
〇福祉センター（字長万部地区）　１４時４５分～１５時４５分

対象者：おおむね 65歳以上の町民
参加料：月 1,000 円 かかります ( 毎月、各会場にて健康運動指導士にお支払いください )
持ち物：上靴（運動しやすい靴）、汗ふきタオル、水分
内　容：頭と身体を使う体操・足腰の負担を軽減する運動、レクリエーション等

注　意：○�マスクを着用してご参加ください
　　　　○�体温を測って、体調の変化がないことを確認してから来てください
　　　　○�天候や感染状況に応じて、中止する場合があります

※定員は、各会場すべて 25名です。お申し込みは、下記まで電話または来所にてお願いいたします。
　各会場近くにお住まいの方、ご友人・知人等をお誘いのうえ、皆さまの参加をお待ちしております。
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■年金相談
　厚生年金・国民年金等の相談
○ ５月は年金相談を開設しませんの

で、ご理解願います。
○ ６月６日㈫の年金相談は今月より

予約を受け付けています。
▶時間
　①11：00～12：00　②13：00～15：00
▶場所　役場２階会議室
※５日前までに予約してください。
※ 受付人数に限りがございますので、

ご了承願います。
【予約・お問い合わせ先】　
　町民課戸籍医療年金係（☎２-2453）

■身体障がい者相談
　身体障がいのある方のお悩み相談
▶日時　４月11日㈫　13：30～15：30
▶場所　役場１階相談室
◎身体障がい者相談員 
　菅野　文夫（高砂）
※お電話による相談も受け付けております。

【お問い合わせ先】　
　保健福祉課福祉係（☎２–2454）

■行政相談
　身近な話題で、行政にご要望はあ
りませんか？
▶日時 ４月13日㈭　13：00～15：00
▶場所 役場２階小会議室
◎行政相談委員
　山中　克子（大浜）
※お電話による相談も受け付けております。

【お問い合わせ先】
　保健福祉課福祉係（☎２–2454）

■人権相談
　人権問題・家庭問題などの悩みは
ありませんか？法務大臣より委嘱を
受けた人権擁護委員が、随時ご相談
に応じています。相談内容は一切秘
密が守られ、無料で相談できますの
で、お気軽にご相談ください。
◎人権擁護委員
　石垣　聖子　（大　浜）
　村上　勝子　（南栄町）
　髙井　優一　（温泉町）
※お電話による相談も受け付けております。
◎みんなの人権110番
　（全国共通人権相談ダイヤル）

（☎0570-003-110）

■看護師及び介護福祉士・
　看護補助員（病棟・外来）の募集

　町立病院では看護師及び介護福祉
士・看護補助員（病棟・外来）を募
集しています。応募される方は関係
書類を添えて提出してください。
▶募集内容 
　看護師　２名
　（正職員・会計年度任用職員・パート）
　介護福祉士・看護補助員（病棟・外来）
　　　　　各１名（会計年度任用職員）
▶応募資格
　看護師・介護福祉士の資格を有し
ている方（看護補助員は資格不要）
▶提出書類
①履歴書（市販用紙可、要写真貼付）
②資格（免許証）の写し
　（看護師・介護福祉士のみ）
▶選考方法　書類及び面接により決定
▶応募期限　令和５年４月28日㈮
▶採用年月日　令和５年６月１日㈭
※ 看護師・介護福祉士・看護補助員
（病棟）について、日勤のみ希望
の方は要相談

※ 看護補助員（外来）の勤務時間に
ついては相談に応じます。

【お問い合わせ・書類提出先】
　長万部町立病院庶務係（☎2-5611）

■介護認定調査員募集
　町では、介護保険の認定調査に従
事する方を募集します。
　応募される方は、関係書類を応募
期限までに提出してください。
▶業務内容
　要介護認定等の申請に基づいて高
齢者の自宅や入院先などを訪問し要
　介護認定調査を実施します。
　調査した内容を「認定調査票」に
記載して町に提出します。
▶資格等
　次に掲げる項目のすべてを満たす方
　① 保健・福祉・医療に関する資格

を有する方
　② 介護サービスを提供する事業所

に所属していない方
　③ 認定調査員研修を修了又は今後

実施する認定調査員研修を受講
できる方

▶募集人数　若干名
▶報酬　１件あたり4,000円
　　　　（月8～12件程度）
▶提出書類
・ 履歴書又は身上書
　（市販用紙可。要写真添付）
・ 保健・福祉・医療に関する資格を有

することが証明できる書類の写し
▶応募期限　令和5年4月7日㈮
　※郵送の場合は必着
▶選考方法　書類選考により決定

【お問い合わせ先】
　保健福祉課介護支援係（☎2-2454）

■寄附 (敬称略)
　次の方々より、寄附がありました。
　紙上をかりて厚くお礼申し上げます。
◆長万部町社会福祉協議会へ
・新保　敏子（新開町） 50,000円
　〈香典返しに替えて〉
・長万部町地域女性団体連絡協議会 10,000円
　〈社会福祉資金に〉
・中郷　博樹（南栄町） 30,000円
　〈社会福祉資金に〉
・髙井　優一（温泉町） 100,000円
　〈香典返しに替えて〉

【愛情銀行経由寄附】
・長万部町地域女性団体連絡協議会 20,000円
　〈青少年健全育成協議会へ指定寄附〉
◆長万部長愛会へ
・菊田　龍興（国縫）
　〈香典返しに替えて〉 100,000円
　〈職員互助会へ〉 50,000円
◆デイサービスセンターへ
・藤田　卓（礼文郡礼文町） 50,000円
　〈一般寄附金として〉

■企業版ふるさと納税 （敬称略）
　企業版ふるさと納税制度を活用し、
次の方より寄附がありました。
紙上をかりて厚くお礼申し上げます。
・株式会社エスイーシー
　代表取締役社長　柳原 清司（函館市）

■４月の優良運転者講習
【長万部町】
　４月20日㈭　優良講習のみ（18：30～）
▶会場　福祉センター

【八雲町】
　４月12日㈬　優良講習（13:00～）
　　　　　　　違反講習（14:15～）
　４月13日㈭　一般講習（13:00～）
　　　　　　　初回講習（14:45～）
▶会場　八雲町民センター
　 ご注意　長万部町で講習を受ける

場合は、必ず事前に八雲警察署で
手続きを行ってください。

■山菜採りによる事故を防ぐために
○行き先を家族に伝えましょう！
○ 無理に山奥に入らないようにしま

しょう！
○単独での入山は避けましょう！
○ 目立つ色の服装で入山しましょ

う！
○ 携帯電話やホイッスルを持ちま

しょう！
北海道警察
　【https://twitter.com/HP_tiiki】

相 談求 人

生 活

お 礼
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■老人福祉バス運行日程
①静狩方面
　４／４㈫、４／12㈬、４／20㈭
　４／26㈬
②高砂・陣屋・温泉方面
　４／４㈫、４／20㈭
③蕨岱・双葉方面
　４／６㈭、４／14㈮、４／21㈮
　４／27㈭
④富野・南栄・新開・大浜方面
　４／６㈭、４／21㈮
⑤豊野・国縫・中ノ沢・平里方面
　４／10㈪、４／25㈫
⑥栄原・旭浜・元町・本町・大町・曙方面
　４／10㈪、４／25㈫
※  買い物・通院などの目的で利用で

きます。
※ 停車場所や時刻などが掲載された

日程表は保健福祉課で配布してお
ります。

【お問い合わせ先】
　保健福祉課福祉係（☎２–2454）

■第32回YOSAKOIソーラン祭り
　市民審査員の募集について

　 ６ 月 に 札 幌 市 で 開 催 す る
YOSAKOIソーラン祭りにおきまし
て、北海道内各地より「市民審査員」
を募集いたします。
　演舞をみてYOSAKOIソーラン大
賞に選ばれてほしいチームを選出い
ただきます。特別な技術や知識は必
要ありません。たくさんのご応募を
お待ちしております！　
▶とき　６月10日㈯　９:30～1９:00
　　　　　　11日㈰　９:30～22:00
　　　　 のうち、３～４時間を目安

としています。
▶ところ　
　札幌市中央区　大通公園周辺
▶活動内容
　YOSAKOIソーラン祭りにおける
演舞の審査
▶定　員　180人程度
※ 募集定員を超えた場合は、抽選と

させていただきます。
▶申　込
　４月１日～４月30日
　公式ホームページ、FAX、郵送
で申し込みください
※ 応募用紙は公式ホームページから
　入手可

【お問い合わせ先】
　〒060-0001
　札幌市中央区北１条西２丁目
　北海道経済センター４階　
　YOSAKOIソーラン祭り実行委員会
　☎011-231-4351　FAX011-233-4351
▶公式ホームページ
　https://www.yosakoi-soran.jp/

■ガス・上下水道の検針日
　４月の水道・ガス・下水道の検針
日は、次のとおりです。

17日（月）18日（火）
19日（水）20日（木）

■ガス料金表（税抜額）

　ガス料金は、政府支援により、９月
検針分まで、需要家の使用量に応じ
て、１㎥あたり税込30円を値引します。
　10月検針分は税込15円を値引きし
ます。

【お問い合わせ先】
　水道ガス課（☎２-2862）

■ご相談ください　バス運転手
　合同就職相談会のお知らせ

　北海道では、バス運転手の業務に
興味・関心のある方や就職・転職を
検討されている方を対象に、函館地
区バス協会と共催で就職相談会を開
催します。当日は、バス会社別にブー
スを設け、採用条件や育成制度など
各種相談を受け付けます。未経験の
方や大型二種免許未取得の方もお気
軽にご相談ください。（相談無料・
予約優先）　
▶日時：４月15日㈯　10時～15時
▶場所：函館市美原４丁目６番16号
　　　　渡島総合振興局　
▶予約方法
　４月14日（金）午前中までに渡島
総合振興局まで電話でお申込みくだ
さい。
※ 当日の詳細については、町のホー

ムページをご覧下さい。
【お問い合わせ先】
　渡島総合振興局地域政策課　

　（☎0138-47-９431）

■災害義援金募集のお知らせ
　みなさまのご支援をお願いします！

【現在募集中の義援金】
◎ウクライナ人道危機救援金
　受付期間：令和６年３月31日まで

686,129円
※ 上記の各義援金の金額は3/20現在

の窓口及び募金箱の合計金額です。
受付窓口
☆日本赤十字社長万部町分区
　（保健福祉課　☎２–2454）
☆長万部町共同募金委員会
　（社会福祉協議会　☎６–7711）

■ 高齢者生活福祉センターの
　入居希望者募集

　令和５年度分の入居希望者を次に
より募集します。
　なお、当センターは、入居者の健
康や火災予防など安全を配慮するた
め、「３食食事付」となっております。
▶応募資格
① 本町に住所を有する概ね65歳以上の高齢者で、

ひとり暮らし及び高齢者のみの世帯であって、
独立して生活することに不安のある方

② 本町に住所を有する概ね65歳以上の高齢
者で、同居人が虚弱である又は虐待を受け
ている、若しくは同様の状況にある等によ
り、住宅で生活することに不安のある方

▶利用料（月額）※30日の場合
・単身用居室　 
　73,300円～９2,300円
・夫婦等居室　
　142,600円～154,600円
※ 利用料には、１日３食の食費（１日あた

り1,210円）、管理費が含まれており、前
年度の収入に応じて利用料が決まります。

▶申込方法
　利用申請書に、医師の健康診断書・
誓約書・身元引受書を添えて提出し
てください。（利用申請書・誓約書・
身元引受書の様式は、保健福祉課介
護支援係に用意しています。）
▶選考方法
　居宅における生活への不安のある
実情を調査し、生活がより不安な方
を優先に入居を決定します。
※ 現在、夫婦世帯等居室と単身用居

室は空きがあります。空きが無い
場合は待機順位の決定のみとな
り、令和５年度中に空きが出た場
合、入居決定することになります。
(なお、待機順位については、緊
急を要する申し込みがあった場合
は、変更することがあります。）

▶応募期限　４月20日(木)まで必着
▶その他
　５月中に入居（待機順位）の決定
を行い、入居（待機順位）の可否を
通知します。

【お申込み・お問い合わせ先】
　保健福祉課介護支援係（☎２-2454）

■ 有料道路における障害者割引制度の
改正について（１人１台要件の緩和）

　身体障がい者及び知的障がい者に
対する有料道路通行料金の割引につ
いては、１人１台に限って事前に登
録することを要件としているとこ
ろですが、令和５年３月27日㈪よ
り、親族や知人等の所有する自家用
車、レンタカー、車検時の代車、タ
クシーなど、事前に登録した車両以
外についても、料金所で障害者割引
登録済であることを示すシールが貼
付された障害者手帳等を提示してい
ただいた場合は割引対象となります。
詳しくは、保健福祉課福祉係（☎２
－2454）までお問い合わせください。

区分 基本料金
調整単位料金(㎥)

Ａ群 
0～13㎥

1,050円 
386円93銭

Ｂ群 
14～57㎥

1,700円 
332円83銭

Ｃ群 
58㎥以上

4,500円 
281円63銭
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～国民年金は忘れずに納めましょう！～～国民年金は忘れずに納めましょう！～
＝年金は世代と世代の支え合い＝

・町 民 課 戸 籍 医 療 年 金 係　（ＴＥＬ　２－２４５３）　
・函館年金事務所　国民年金課　（ＴＥＬ　０１３８－５６－１１６５）

「学生納付特例制度」の「学生納付特例制度」の
申請は毎年必要です！申請は毎年必要です！

お問い合わせ先

国民年金は、２０歳から６０歳の方が必ず加入しなければな
らない公的年金制度です。学生には、在学期間中の国民年金の
掛け金の支払いを学生本人が社会人になるまで猶予される学生
納付特例制度があります。
もしも、支払いせずに未納のまま放っておくと、将来の年金

に影響がでたり、もしもの時の障害年金がもらえなくなってし
まいます。

◇対象となる学生
大学（大学院）・短大・高等学校・高等専門学校・専修学校、各種学校※に在学する２０歳以上の学生。 

（※学校教育法で規定されている修業年限が１年以上の課程のある学校）
ただし、学生本人の前年所得が１２８万円＋扶養親族等の数×３８万円以下であること。

◇承認期間は？
４月（在学中に２０歳になる方は誕生月）から翌年の３月までです。申請は毎年必要となります。

◇申請先は？
役場町民課またはお近くの年金事務所に、申請書類を提出してください。
※ ただし、前年度に学生納付特例を承認された方については、翌年度も引き続き同じ学校に在学予定の
方に、ハガキ形式の申請書が４月に送付されるので、必要事項を記入してポスト投函することで、申
請手続きができます。この場合の添付書類は必要ありません。

　【�オススメ！】�マイナンバーカードをお持ちであれば、マイナポータルからも申請ができます。お好き
な時間に、スマートフォンからも申請でき、処理状況や申請結果も確認できます。

なお、既にマイナポータルを開設されている方で「ねんきんネット」と連携済の方には、４月上旬に
日本年金機構からマイナポータルにお知らせを送ります。
学生納付特例を希望される場合、「お知らせ詳細」の画面にある「申請」ボタンから簡単に申請する

ことができます。

◇申請に必要なもの
○学生証のコピー、または在学証明書　○年金手帳または基礎年金番号通知書

◇承認された場合、将来受け取る年金額はどうなるの？
　将来受け取る年金の受給資格期間には算入されます。ただし、年金額には反映されません！

※承認を受けてから１０年以内であれば、さかのぼって納めることができるので、
　老齢基礎年金の受給額を満額にするためにも、卒業後は追納をおすすめします！

【ご注意】�学生納付特例の承認を受けた方が、承認期間の途中で退学等の理由により学生でなくなった
時は、届出が必要です。

　○日本年金機構からのお知らせです○
日本年金機構では２０歳になられた方向けに国民年金制度の内容やメリット、保険料の納付方法や免除の

手続きなどをわかりやすく動画でご案内しています。
▽動画はこちら▽
　（URL）「国民年金の加入と保険料のご案内」

　　　 　https://www.nenkin.go.jp/tokusetsu/20kanyu.html
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～午前７時までにゴミステーションへ！～
　ゴールデンウィーク期間中は、交通渋滞が予想さ
れますので、ゴミの収集時間を変更します。
　午前７時までに決められたゴミステーションに出
してください。
■５月３日（水）から５月５日（金）まで
　※土・日曜日は収集しません

ゴ ー ルデ ン ウィー ク 期 間 中 は
ゴミの 収 集 時 間 を 変 更し ま す

４月 事　業　名　等 会　　　　場 時　間

１ 土

２ 日

３ 月

４ 火 ◆年金相談 役 場 ２ 階 会 議 室
11:00〜12:00

13:00〜15:00

５ 水 ◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00〜11:30

６ 木

７ 金

◆まる元運動教室（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00〜11:00

◆まる元運動教室（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00〜14:00

◆まる元運動教室（字長万部） 福 祉 セ ン タ ー 講 堂 14:45〜15:45

８ 土

９ 日

10 月

11 火 ◆身体障がい者相談 役 場 １ 階 相 談 室 13:30〜15:30

12 水

◆脳の健康教室＆ふれあいサロン 長万部町デイサービスセンター  9:30〜11:30

◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00〜11:30

◆ガヤガヤ運動教室（旭浜） 旭 浜 生 活 館 13:30〜15:00

13 木 ◆行政相談 役 場 ２ 階 小 会 議 室 13:00〜15:00

14 金

◆まる元運動教室（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00〜11:00

◆まる元運動教室（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00〜14:00

◆まる元運動教室（字長万部） 福 祉 セ ン タ ー 講 堂 14:45〜15:45

15 土

16 日

17 月

18 火

19 水

◆脳の健康教室＆ふれあいサロン 長万部町デイサービスセンター  9:30〜11:30

◆すくすく教室・のびのび広場 子 育 て 支 援 セ ン タ ー 10:00〜11:30

◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00〜11:30

20 木 ◆優良運転者講習 福 祉 セ ン タ ー 18:30〜

21 金

◆まる元運動教室（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00〜11:00

◆まる元運動教室（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00〜14:00

◆まる元運動教室（字長万部） 福 祉 セ ン タ ー 講 堂 14:45〜15:45

22 土

23 日

24 月 ◆健康教室（大浜） 大 浜 振 興 会 館 10:00〜11:30

25 火

26 水

◆脳の健康教室＆ふれあいサロン 長万部町デイサービスセンター  9:30〜11:30

◆げんき倶楽部 ふれあい健康センター 10:00〜11:30

◆ガヤガヤ運動教室（旭浜） 旭 浜 生 活 館 13:30〜15:00

27 木

28 金

◆乳児健康診査・乳幼児健康相談・ＢＣＧ接種 ふれあい健康センター 13:00〜13:30

◆まる元運動教室（静狩） 静 狩 振 興 会 館 10:00〜11:00

◆まる元運動教室（国縫） 国 縫 振 興 会 館 13:00〜14:00

◆まる元運動教室（字長万部） 福 祉 セ ン タ ー 講 堂 14:45〜15:45

29 土 昭和の日

30 日

５月 事　業　名　等 会　　　　場 時　間

１ 月

２ 火

３ 水 憲法記念日

４ 木 みどりの日

５ 金 こどもの日

おくやみ もうしあげます
氏　　名 年　齢 月　日 住　所

長　谷　喜五郎 ９２歳 ２月10日 双　葉
田　中　キ　ミ ９５歳 ２月12日 平　里
朝　日　三　枝 ９３歳 ２月16日 陣屋町
門　間　清　美 ６９歳 ２月17日 大　町
黒　澤　　　諭 ８９歳 ２月17日 陣屋町
中　郷　康　子 ５１歳 ２月20日 南栄町
小　松　ヤエ子 ５６歳 ２月21日 静　狩
髙　井　京　子 ８２歳 ２月23日 平　里
葛　西　律　子 ７８歳 ２月24日 陣屋町
菊　田　松　江 １００歳 ２月25日 国　縫
髙　野　榮　子 ９２歳 ３月２日 大　町
山　田　惠美子 ８０歳 ３月５日 陣屋町
畑　中　次　雄 ９０歳 ３月10日 国　縫

〔令和５年２月15日～令和５年３月14日受付分〕（敬称略）

おたんじょう おめでとう
おなまえ 生まれた月日 父母の名 住　所

三
み

上
かみ

優
ゆう

奈
な

女の子 ２月21日 裕　之
愛 陣屋町

澤
さわ

田
だ

碧
あお

仁
と

男の子 ３月６日 拓　哉
あずさ 陣屋町

いつまでも おしあわせに
夫の氏名 妻の氏名 届出日

黒　瀧　亮　太 ＝ 長谷川　晴　香 ２月23日

この広報誌は再生紙を使っています。

世　帯	 	 ２,７７９	世帯
人　口	 	 ４,８５８　人
　男	 	 ２,２７５　人
　女	 	 ２,５８３　人
前月比	 	 　 －３　人
　　　　（２月２８日現在）
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長万部町交通安全指導員協議会が長万部ボランティア連盟と協働し、学校付近などの横断歩道にまんべくんの
ストップマークを設置しました。歩行者のみなさん、しっかりと安全を確かめてから横断歩道を渡りましょう！
（全部で何枚あるか、数えられた人はすごいかも＾＾）

R5.2.21現在 北海道新型コロナウイルス感染症対策本部指揮室

様々な理由から、マスクを着用できない方も、
マスクを着用する必要がある方もいらっしゃいます。
『正しく理解し、思いやりのある行動を』
引き続き、基本的な感染対策のご協力をお願いします。

『ご自身』や『身近な人』を守るために、考えよう

令和５年３月13日から
マスク着用は、個人の選択が尊重されます

やむを得ず外出する際はマスクを着用

マスク着用が効果的な方マスク着用を推奨する場面
〇病院に行くとき

〇高齢者施設などに行くとき

〇混雑した乗り物の中

〇重症化リスクの高い方が混雑した場所へ行くとき

〇かぜ症状のある方・かぜ症状のある同居家族がいる方

北海道
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まちの話題を写真で紹介

長万部小学校卒業式（３月17日）
第23回長万部近隣町フットサル大会が４年ぶりに開催
され、激しい戦いが繰り広げられました（３月12日）


